
（様式１） 

「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 

平成２５年度委託事業完了報告書【総括】 

 

都道府県名 熊本県 番号 ４３ 

 

推進地区名 推進校名 児童生徒数 

合志市 合志市立西合志南小学校 ７０１ 

八代市 八代市立郡築小学校 ２１６ 

あさぎり町 あさぎり町立あさぎり中学校 ４７６ 

 

○ 調査研究の内容 

１．推進地域における取組 

本県における重点課題である、基礎的・基本的な知識・技能の習得とこれら

を活用して課題解決に必要な思考力、判断力、表現力等の育成及び主体的に学

習に取り組む態度を養う教育の推進については、本県、義務教育課の取組の指

針である「義務教育課取組の方向」に位置付け、各学校で推進を図ってきた。 

基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とこれらを活用して課題解決に

必要な思考力、判断力、表現力等の育成及び主体的に学習に取り組む態度を

養う教育の推進 

・小学校低学年から基礎学力を確実に身に付けさせ、繰り返し指導の充実を

図るとともに、小、中の連携のもと「徹底指導」と「能動型学習」とのめ

りはりをつけた熊本型授業の質を高める計画的、組織的な取組を推進する。 

・県学力調査（ゆうチャレンジ）の問題や調査結果等を活用し、教材の開発

や学習活動の一層の充実を図る。 

・教科等の目標の実現に向けた言語活動を適切に位置付けるとともに、学習

意欲を高める授業の構成や展開の工夫改善を図る。 

・適切な学習評価のもと、個に応じた学習活動の一層の充実を図るなど、指

導と評価の一体化を推進する。 

・学校図書館の整備・充実に努め、その活用による主体的な学習活動や読書

活動の一層の充実を図る。 

これらのことを踏まえ、本事業においては、各推進地区や推進校における研

究主題をもとに、児童生徒の実態を踏まえた「確かな学力」の育成のために、

基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とこれらを活用して課題解決に必要



な思考力、判断力、表現力等の育成及び主体的に学習に取り組む態度を養うた

めの実践研究を推進した。 

また、学校関係者はもとより、有識者等から広く意見を聴取し、今後の学力

向上対策について検討する学力向上対策検討委員会を開催した。協議題を「学

校、家庭、地域、市町村教育委員会が一体となった学力向上を図るためには、

どのような手立てを行えばよいか」とし、全国学力・学習状況調査の結果分析

や研究推進校の取組をもとに協議を行った。協議された意見については、今後

の学力向上対策の参考とした。 

更に、各学校の教務主任及び研究主任等のミドルリーダーを対象として、学

力向上に向けた組織的な取組や、教師の意識改革と指導方法の工夫改善等に関

する研修を管内ごとに実施した。 

推進地区及び推進校に対しては、本事業における研究内容及び推進体制の充

実を図るため、義務教育指導主事を派遣し、指導・助言を行った。 

 

２．推進地区における取組 

（１）合志市 

① 合志版コミュニティ・スクールの推進 

・ 家庭・地域との連携を図った基礎学力向上システムを構築するために、

「合志版コミュニティ・スクール」を推進した。 

② 市学力向上研究校の指定 

・ 合志市立の全小・中学校に「市学力向上研究指定」を行い２カ年の研

究に取り組んでいる。研究指定校は、全て研究紀要を作成し、研究会当

日は全体会での研究概要説明、公開授業、分科会を行い研究を深めた。 

③ ＩＣＴ教育の推進 

・ ＩＣＴ教育担当者会を組織して、特別支援学級を主とした、タブレッ

ト端末の購入を協議した。研究推進校の西合志南小学校はＩＣＴ教育推

進モデル校に指定して機器等の購入を優先して進めた。 

④ 「ことば教育」の推進 

・ 適切な言語環境の整備と、話す・聞く・伝えるといった表現力の育成

を図るため、学校生活の一日を通して豊かな言語環境を意識した実践を

行うとともに、専任の外部指導者として、各小中学校が計画的に活用し

た。 

⑤ 英語活動の推進 

・ 小学校への外国語活動の導入にあわせ、小学校５年～中学校３年を対

象に「英語チャレンジ大会」を開催し、ＡＬＴや英語指導講師の協力・

指導を受けながら英会話力を高めた。 

 

 



（２）八代市 

① 小学校国語における「話す・聞く能力」、「読む能力」の育成 

・ 小学校国語科の授業において、言語活動を有効的に位置付けた思考力

・判断力・表現力等を高める授業スタイルの確立を行った。また、読書

につながる指導や授業展開の推進、図書館の整備を行った。 

② 教師の意識改革と授業力向上 

・ 熊本型授業の推進を行い、教師の意識改革と授業力向上を進めた。ま

た、学力向上ハンドブックの活用による教師の授業力向上を目指した。 

③ 基盤となる学びの環境づくり 

・ 各校における学習規律の整備や小中一貫・連携教育を推進するため、

小中連携コーディネーター研修会等の開催、各中学校区の取組の情報提

供を行った。 

④ 個に応じた指導、補充学習に対する学校の指導体制づくり 

・ 算数科での少人数指導やＴＴ指導において、効果的な授業展開や指導

方法について研究を進めた。 

⑤ 家庭で学ぶ環境づくり 

・ 各校区で、「家庭学習の手引き」や「生活のきまり」を作成し、家庭

学習の意識を高めるとともに、家庭の教育力や家庭学習への意識を高め

るための講演会等を行った。 

（３）あさぎり町 

① 基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力等を高める授業の工夫改善 

・ 町内校長会議にて、全国学力・学習状況調査や熊本県学力調査結果を

児童生徒質問紙回答状況とも合わせて分析し、各学校の課題と対策に向

けて指導を行った。 

・ 各学校の取組の成果と課題について、町内全教職員及び地域住民等に

参加いただき、あさぎり町学校教育研究会実践発表会を開催した。 

② 「分かる授業」の推進 

・ 特別支援教育支援員、特別支援教育教員補助員を小中学校に配置し、

特別支援教育の視点に立った学習の充実を目指し取り組んだ。 

③ 学びの連続性を重視した小中連携 

・ 小中学校それぞれの教職員による教科部会を設置し、小中合同の授業

研究会を実施した。ＡＥＥ部会（Asagiri Enjoy English の略、部会員

：小学校外国語活動担当者、中学校英語担当者、ＡＬＴ）では、英語読

本「Asagiri welcome to our town」を作成し、全中学生と各小学校に

配布した。 

・ 幼・保、小、中連携カリキュラムを作成し、育てたい子どもの姿を成

長段階ごとに見直し、つながりを意識した取組を行った。 

 



④ 学校応援団の組織の整備と推進による豊かで効果的な学習活動の工夫 

・ 全学校で学校応援団を組織し、地域と一体となった学校づくりに取り

組んだ。 

・ 町内のそれぞれの学校応援団が連携・協力をしながら、活動を推進し

ていけるように、あさぎり町学校応援団連絡協議会を設置した。 

 

３．推進校における取組 

（１）合志市立西合志南小学校 

① 読む力の土台となる基礎・基本の確実な習得に向けた取組 

・ 読む力をつけるために、基盤となる児童の言語環境を整える必要があ

り、さまざまな日常活動、家庭学習等の取組を行った。 

〈朝自習を活用した日常指導〉 

ア 学力充実タイムの取組 

イ かがやきタイムの取組 

ウ 読書タイムの取組 

〈個別指導の時間の利用〉 

〈家庭学習の指導〉 

ア 全学年共通の「学習の手引き」の作成 

イ 読解力向上を目指した宿題の工夫 

ウ 家庭との連携 

〈言語環境の整備〉 

正しい姿勢・発表の仕方・聴き方や声のものさしを掲示 

② 習得したことを活用するための言語活動を充実させた授業展開の工夫 

〈授業改善のポイント〉 

ア 身に付けさせたい力の明確化 

学年、単元で身に付けさせたい力が何かをはっきりとさせ、指導の重

点化を図った。 

イ 習得の授業づくりの工夫 

習得の１時間の授業を４つの段階に分け、考える段階では課題解決に

向けて児童が見通しをもてるように、教材文への書き込み、学習プリン

トの工夫、板書、発問の工夫、視覚的な効果等も活用した。 

ウ 単元を貫く言語活動と習得の時間を関連付けるための構成の工夫 

身に付けさせたい力に対して単元を貫く言語活動が適したものか吟

味しながら単元の指導計画を立てた。 

（２）八代市立郡築小学校 

① 授業改善の取組 

ア 授業スタイルの確立 

・ 児童が学習意欲や自分の考えをもち、表現する力を育成するための



学習過程の工夫として、熊本型授業を基盤とした教師用の本校型授業

スタイルを作成した。 

イ 手引きの作成と活用 

・ 本校の授業スタイルを推進する上で必要な「発問」「机間指導」「ノ

ート指導」「板書」「学び合い」の項目等の共通実践事項を教師用の

手引きとしてまとめた。 

ウ 少人数指導による個に応じた指導 

・ ３年生以上で習熟度別の少人数指導を実施しており、児童の理解の

状況に応じて、コースごとに課題や発問・教具などの工夫を行った。 

エ 授業改善を目指した校内研修の取組 

・ 本校では、校内研修をＰＤＣＡサイクルで計画的に行い、年間・学

期・月ごと、そして研究授業のたびに研究への取組の評価・改善を行

った。 

② 学習環境の整備 

・ 学校総体として教委室内の環境や学習のきまりごとについて共通理解

を図り、共通実践を行った。 

③ 定着の時間の工夫 

・ 学校総体として学力の定着を図る「朝の学習タイム」「学力充実タイ

ム」や個別指導が必要な児童を対象とした放課後の「個別指導タイム」

を実施した。 

④ 集会活動の充実 

・ 自分の考えや思いを伝えること、人前で発表することに苦手意識を克

服するため集会活動の充実に努めた。 

⑤ 家庭学習の手引き 

・ 学年に応じた家庭学習の内容を示す必要があると考え、「家庭学習の

手引き」を作成し、全児童と保護者に配付した。 

⑥ はっぴー貯金 

・ 起きる時刻・学習を始める時刻・寝る時刻」を決めて生活のリズムを

整える。 

⑦ 読書活動の充実 

・ 児童がたくさんの本に出会うように、時間設定の工夫と読書意欲を高

める工夫の二つの視点から読書活動を推進してきた。 

⑧ 教育講演会の実施 

・ 子育てや家庭教育に関して保護者との共通理解を図り、家庭教育力を

高める目的で、教育講演会を実施した。 

⑨ 小中一貫・連携教育への取組 

・ 中学の教師が小学校に出向き６年生対象に出前授業を行ったり、中学

校校区の小中学校３校で相互に研究授業の参観を行ったりすることで、



児童・生徒の様子や発達段階についての共通理解を図っている。 

（３）あさぎり町立あさぎり中学校 

① 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改

善 

・ 各教科等で積極的に言語活動を授業の中に仕組み、授業の構成や指導

の在り方自体を工夫・改善していくことにした。また、研究授業では、

授業工夫・改善部会で、参観の視点を検討した上で、事後研究会の運営

を行った。 

② 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

・ あさぎり町では学校教育研究会を設置し小学校及び中学校の教科指導

において連携を深めている。授業研究会では、校区内の小学校の先生方

も参加していただき、協議している。家庭学習においては、小学校で作

成されている「家庭学習の手引書」を参考にして、「家庭学習の取組み

方」を作成した。 

・ 小中学校で自主学習ノートを活用している。特に中学校では授業と家

庭学習の結びつきを深め、学力向上につなげるために、帰りの会の中で

１０分間の自主学習に取り組む時間を設けた。 

③ 保護者やボランティアとの効果的な連携・協力による学習習慣の定着 

ア 家庭学習計画表の作成 

・ 家庭学習の習慣化による学力の向上と、自分の生活の振り返りによ

る課題を明確にするために、家庭学習計画表を作成した。 

イ 学校支援ボランティアの活用 

・ 地域の人材を学校支援ボランティアとして活用することにより中学

校と家庭、地域及び学校が一体となり地域ぐるみで子どもたちの生き

る力を育むことと、地域に開かれた特色ある学校づくりを推進するこ

とを目的に、地域で学校教育を支援する「学校応援団」づくりを行っ

た。 

 

○ 調査研究の成果 

１．推進校における取組の成果 

（１）合志市立西合志南小学校 

① 県学力調査を活用した評価問題の正答率 

・ 県学力調査問題を活用し、本校で作成し実施した読む力をはかる評価

問題において、１回目と３回目を比較すると、正答率が向上し、無答率

は減少した。 

② 県学力調査の結果 

・ １２月に実施した熊本県の学力調査の結果において、同一集団を経年

比較すると、国語科の読むこと、書くことともに、大きく改善した。 



③ 家庭学習の実施率 

・ 児童に対して質問紙調査の結果、家庭学習の実施率はほぼ１００％で

あった。 

（２）八代市立郡築小学校 

① 全国学力・学習状況調査結果から 

・ 算数は、Ａ問題・Ｂ問題ともに、県・全国平均を上回った。 

② 熊本県学力調査結果から 

・ ３年間の推移を見ると、国語、算数ともに県平均を超える観点が、増

加してきている。 

③ 質問紙調査結果から 

・ 質問紙調査において、「算数の勉強が好きですか」の設問に対して、

肯定的に回答した児童は 93％と高かった。 

・ 「授業で自分の意見を発表する機会がある」「理由を付けて発表でき

る」の設問に対して肯定的に回答した児童の割合が増加した。 

（３）あさぎり町立あさぎり中学校 

① 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改

善 

・ 熊本県学力調査の国語において、第１学年の話すこと・聞くことの領

域、第２学年の全ての領域、第３学年の活用の問題で改善傾向にある。 

② 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

・ 自主学習ノートの取組の前後にアンケート調査により、「現在、自主

学習を頑張っている」「家庭で自主学習をスムーズに始めている」に関

しては、肯定的な回答が増加した。 

③ 保護者やボランティアとの効果的な連携・協力による学習習慣の定着 

・ 平成２５年１学期と２学期の実態の比較を行った。１年生は学習時間

が減少しているが、２・３年生は学習時間が全体的に増加しており、「自

分で計画を立てて勉強をしている」という項目については、２・３年生

で肯定的な回答が増加した。 

 

２．調査研究全体の成果 

（１）推進地域について 

① 基礎学力の定着や熊本型授業の質の向上に向けた取組について 

・ 平成２５年度全国学力・学習状況調査から、「知識」に関する問題に

関しては、小中学校の国語、小学校の算数で、全国平均を上回る状況に

あり、中学校の数学、全国平均をやや下回る状況にある。 

・ 平成２５年度熊本県学力調査から、敬語等の言葉に関する知識や、基

本的な計算や観察・実験等の技能など、基礎的・基本的な知識・技能に

ついては、概ね定着傾向にある。 



② 熊本県学力調査の問題や調査結果等を活用による教材の開発や学習活

動の一層の充実について 

・ 平成２５年度熊本県学力調査質問紙調査（主幹教諭、教諭、講師）か

ら、熊本県学力調査等の結果を指導方法の工夫改善等に活用している教

員の割合が増加しているが、依然として５割に満たない。 

③ 各教科における言語活動の効果的な位置付けや学習意欲を高める授業

について 

・ 平成２５年度熊本県学力調査質問紙調査（主幹教諭、教諭、講師）か

ら、授業で、文章、絵や写真、図や表、グラフなどを関連付けて読み取

らせ、考えたことなどを表現させるような学習活動を行っている割合

は、小学校では平成２２年度以降、中学校では平成２３年度以降、増加

傾向にある。 

・ 平成２５年度熊本県学力調査結果から、話を聞いて内容を理解したり、

図やグラフを見て情報を正確に読み取ったりすることなどについては、

概ね定着傾向にある。 

④ 個に応じた学習活動の一層の充実を図るための適切な学習評価の在り

方について 

・ 平成２５年度熊本県学力調査質問紙調査（主幹教諭、教諭、講師）か

ら、評価規準を踏まえ、学習の目標を明確にし、到達度を適切に評価し、

指導の改善に生かした割合は、小中学校ともに増加している。 

（２）推進地域について 

各推進地区においては、推進校へのきめ細かい指導や域内における研修会

等において成果等の普及を図るとともに、熊本県学力調査及び全国学力・学

習状況調査結果から研究成果の把握に努めた。 

① 合志市 

・ 学校支援ボランティアの取組や基礎学力向上のための組織的・継続的

取組により、教職員の意識が高まるとともに、児童生徒の学習意欲の向

上や学習への習慣化につながった。 

② 八代市 

・ 「学びの環境づくり」、「分かる授業づくり」、「学びの習慣づくり」

の３つの視点から授業づくりにより、学力の定着や学習意欲において改

善傾向が見られた。 

③ あさぎり町 

・ 言語活動の充実により、小学校国語科の学力の定着について改善が見

られた。また、学習に対する意欲面については、小中学校ともに向上が

見られた。 

 

 



３．取組の成果の普及 

推進校である八代市立郡築小学校においては、県下に研究の成果を普及する

ために、研究発表会を開催した。また、その他の推進地区では、市町教育委員

会主催の研修会等を通して、推進地区での研究成果の普及を図った。 

推進地域としては、管内ごとに開催する教員の指導力向上を図る研修会や各

学校への指導訪問等を通して、推進地域や推進校の取組やその成果の普及を図

った。 

今後も、推進地区、推進校の研究成果を研究発表会や公開授業、ホームペー

ジへの掲載を通して、県下に研究成果の普及を図っていく。 

 

○ 今後の課題 

（１）平成２５年度熊本県学力調査結果から、 

○ 「図表やグラフ等を用いて、自分の考えが伝わるように書くこと」や「複

数の資料から読み取った情報を関連付けて考え、表現すること」「観察・

実験の結果を分析・解釈し、説明すること」など、自ら思考・判断し、目

的や条件に応じて自分の言葉で表現する内容には、依然として課題があ

る。 

○ 「知識」及び「活用」については、ほとんどの学年・教科で「知識」よ

り「活用」に関する問題の定着率が低いが、一部の学年・教科では基礎的

な「知識」に課題がみられる内容もある。 

（２）同調査における質問紙調査（児童生徒）から、中学校では、１か月に１

冊も本を読まない生徒や宿題がないときは家で勉強しない児童生徒が年々

増加しており、学校での読書時間の確保や、家庭学習の習慣化などは、今

後改善すべき重要な課題である。 

（３）質問調査（主幹教諭、教諭、講師）から、小学校では平成２３年度、中

学校では平成２４年度以降、評価規準（基準）の見直しを行う学校の割合

が減少しており、評価の妥当性・信頼性を高めるため、各教科等の評価規

準（基準）は常に見直しが必要である。 

（４）学力の結果と合わせて、学習に対する児童生徒の意識調査もしっかり分

析し、学習意欲や学力向上に関する検証改善サイクルの確立と学校総体と

して授業改善に取り組むことが求められる。 

（５）「確かな学力」の育成については、学級づくりがその基盤であり、学習

習慣、生活習慣等について、学校、家庭、地域が連携した取組が一層求め

られる。 



（様式２） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業成果報告書 
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○ 推進地区として実施した取組の内容 
１．重点課題 
（１）学力の定着を目指した、基礎・基本の徹底と、思考力・判断力・表現力等を高める授業の

工夫改善が更に求められる。 

（２）通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対する支援体制の工夫改善を図るとと

もに、特別支援教育の視点に立った「分かる授業」の推進が望まれる。 

（３）５小学校・１中学校における、更なる小学校間の横のつながりとともに、学びの連続性を

重視した小中連携の在り方が課題である。 

（４）全国学力・学習状況調査の結果から、教育活動への保護者や地域の協力という点では全国

と比較して低調である。既存する学校支援ボランティアを基盤とした学校応援団の組織の整

備と推進による豊かで効果的な学習活動の工夫が望まれる。 

 
２．重点課題への取組状況 
（１）基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力等を高める授業の工夫改善について 

 ○ 校内研修の充実と授業展開や指導法の工夫改善に向けて、熊本県教育委員会指導主事の招

聘及び本町指導主事の派遣を行い、町内の小中学校の授業者のほとんど（81／83 人：97.6%）

に指導助言を行った。各学校においても授業者全員が学力充実に向けたテーマに基づき研究

授業を行い、授業改善に取り組んだ。特に、授業における基礎・基本の精選と、思考力・判

断力・表現力等を育む場の設定とともに、児童生徒が課題を自己のものとして、見通しを持

って学習活動が展開できるよう実践に取り組んだ。 

   また、学校訪問において、熊本県教育委員会指導主事や町外の管理職を教科指導員として

招聘するとともに、町内の管理職を教科指導員として任命し、町ぐるみで教師の授業力や指

導力等の向上に向け取り組んだ。また、このことは、管理職による各学校の様子や児童生徒

の実態把握にもつながり、学校経営状況の確認や小中連携の上でも効果的であった。（表１） 

   さらに、定例の町内校長会議にて、全国学力・学習状況調査や熊本県学力調査結果を児童

生徒質問紙回答状況とも合わせて分析し、各学校の課題と対策に向けて指導を行った。加え

て、心のアンケート調査（熊本県教育委員会調査）の結果から見えてくる、情意面や生徒指



導面、生活習慣についても、学力と生徒指導が両輪である観点から、指導を行った。 

表１ 平成２５年度 指導主事等の招聘及び派遣数（のべ人数） 

指導主事等の招聘・派遣数 小学校（５校） 中学校（１校） 

熊本県教育員会指導主事招聘       ４       ５ 

町指導主事派遣 ５７ ２４ 

学校訪問時指導員等招聘 １６ １５ 

   また、１年間の各学校の取組の成果と課題について、町内全教職員及び地域住民等に参加

いただき、あさぎり町学校教育研究会実践発表会を開催した。各校の取組状況の公開と、地

域住民の学校教育に対する理解と支援体制の充実を目的として、本年度は、小学校３校が実

践発表を行い、小学校２校と中学校１校が紙上発表を行った。（参加者：町内外教育関係者、

町内住民 計１９１人）（図１） 

○ 実践発表内容は次のとおりである。 

基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現    

力等を高めるための言語活動の充実を目指

して、小学校国語においては、「食べ物ひみ

つブックを作ろう」、「本のショーウィンド

ウを作って椋鳩十の作品を紹介しよう」等、

単元を貫く言語活動を設定して取り組んだ。

中学校においては各教科で言語活動一覧表

を作成し、目的意識を持った言語活動が効果    図１ あさぎり町学校教育実践発表会 

的なものとなるよう取り組んだ。 

また、小中学校それぞれにおいて、発達段階及び教科の特性を踏まえた上での「意見の述

べ方・発表のしかた」や「話し合いマニュアル」等を作成し、児童生徒に自信を持って発表

や話し合いができるような手立てを行った。加えて、発表に必要な要素や組み立て方につい

ての学年に応じた系統的な指導にも取り組んだ。また、効果的な学び合いができるように「聞

き方名人」等の聞く姿勢づくりや、意見・発表に対する意見・感想の述べ方、質問の仕方等

の指導について取り組んだ。 

 ○ 学力の定着を目指した取組として、小テストやフラッシュカード等による学び直しや、授

業終末での振り返りを重視した授業づくりに取り組んだ。また、家庭学習の充実に向けた自

主学習ノートの活用を小中学校で取り組んだ。中学校においては、帰りの会での１０分間の

自主学習に取り組む時間を設定し、一日の学習の振り返りとともに、その日の家庭学習への

動機付けとして取り組んだ。 

（２）「分かる授業」の推進について 

 ○ 特別支援教育支援員（町費）６人、特別支援教育教員補助員（緊急雇用対策費）５人を小

中学校に配置し、特別支援教育の視点に立った学習の充実を目指し取り組んだ。各学校から

は、さらに増員の要請があり、十分な配置人数ではないが、児童生徒の学びの様子からも効

果的に活用がなされている。また、特別支援教育支援員等の研修会を実施し、支援の在り方

等について理解を深める機会とした。 

 ○ ＩＣＴ機器の効果的な活用を目指し、町内にＩＣＴ部会を設置し、電子黒板等の効果的な



活用方法や操作スキルの向上、各学校の活用状況の普及啓発を目指した取組を実施した。 

（３）学びの連続性を重視した小中連携について 

 ○ 町内小中学校それぞれの教職員が、発達段階における児童生徒の学びの様子や学習内容の

理解を深め、小学校から中学校への学びを効果的につなげるために、部会を設置し、小中合

同の授業研究会を実施した。算数・数学部会では、児童生徒の実態に関して情報交換を行い、

「定着させておきたい・定着させてもらいたい」という切実な要望から、中学校入学前の春

休みの宿題を中学校教師が作るなどの取組につながった。ＡＥＥ部会（Asagiri Enjoy English

の略、部会員：小学校外国語活動担当者、中学校英語担当者、ＡＬＴ）では、classroom English

や daily question の共通実践、英語音声ＣＤ「I CAN 

DO IT！」（熊本県教育委員会作成）の紹介と活用、

アルファベットとフォニックスについて等、ＡＬＴ

を交えて研修を行い、共通実践項目について確認し

た。 

   また、英語読本「Asagiri welcome to our town」を

作成し、全中学生と各小学校に８部ずつ配布し、地

域理解とともに、英語学習への取組の高まりと国際      図２ 英語読本の贈呈 

的な視野に立ったコミュニケーション能力の育成に向けて取り組んだ。（図２） 

 ○ 豊かな心と基本的生活習慣の育成を目指して、幼・保、小、中連携カリキュラムを作成し、

育てたい子どもの姿を成長段階ごとに見直し、つながりを意識した取組を行った。併せて、

小１プロブレムの解消に向け、小学校入学時にスタートカリキュラムを活用し、遊びから学

びへの移行がスムーズにいくように、全小学校で取り組んだ。 

（４）学校応援団の組織の整備と推進による豊かで効果的な学習活動の工夫について 

 ○ 様々な人との関わりの中で、感謝の心や自尊感情

を育むとともに、学習意欲の高まりによる効果的で

豊かな学びを目指して、全学校で学校応援団を組織

し、地域と一体となった学校づくりに取り組んだ。

学習支援ボランティアにおいては、放課後や長期休

業日を利用して、小学校では学習課題の丸つけ、中

学校においては補充学習指導等に取り組んだ。その

他実習等において、たくさんの知識や技術を身に付  図３ 学校応援団連絡協議会総会 

けておられる方に学習支援をいただいた。 

   また、町内のそれぞれの学校応援団が連携・協力をしながら、活動を推進していけるよう

に、あさぎり町学校応援団連絡協議会を設置し（図３）、町民の「地域ぐるみの子育て・地

域ぐるみの学校づくり」の意識の確立に向け取り組んだ。全公民館分館の年間計画に学校応

援団活動を位置付けてもらい、安全見守り等、継続的に学校応援団活動を推進していただい

ている。 

 
３．調査研究の成果の把握・検証 
（１）基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力等を高める授業の工夫改善について 



   学力の定着状況については、熊本県学力調査結果の経年比較から見ると、言語活動等の取

組により、国語においては小学校では向上していることが分かる。また、中学校においては、

２つの学年では県の平均を上回り良好であった。しかしながら、小学校においては学年によ

って、「書く能力」「読む能力」に課題があり、中学校３年生においては「読む能力」に課

題が見られる状態であった。（表２） 

表２ 平成２４・２５年度 熊本県学力調査の経年比較 国語（定着率） 

表３ 平成２４・２５年度 熊本県学力調査の経年比較 算数・数学（定着率） 

算数・数学においては、表３からも、小中学校ともに県平均を下回り、厳しい状況にある。 

領域別では、小学校では主に「図形」と「数量関係」、中学校においては主に「数と式」と「図

形」が課題である。領域や観点によっては良好な項目もあり、それぞれの学年・学級で分析を

詳細に行い指導法の工夫改善につなげなければならない。町全体の重要な課題だと捉えている。 

また、社会や理科においては学年で多少差があるが、概ね県平均と同程度もしくは上位にあ

る。中学校英語においては、２年生において、   表４ 「勉強は大切と思うか」 

県平均を上回るが、１・３年生においては、県

平均より下位にあり、特に「書くこと」に課題

が見られる。 

情意面について、同じく熊本県学力調査の

児童生徒質問紙の回答状況から、「あなたは、

勉強は大切だと思いますか」において、「とて

も思う」+「まあまあ思う」の割合は、表４の

ように多くの学年で上昇しており、とくに中学   表５ 「勉強が楽しいと思うか」    

校３年生においては、大幅な改善が見られた。 

次に、「あなたは、勉強が『おもしろい』『楽

しい』と感じることがありますか」において、  

「よくある」+「まあまあある」の割合は、表 

５のような結果であり、これは、先に記した学

力の定着率と大きな相関関係があった。 

 また、「あなたは勉強でわからない内容が 

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

町 57.5% 57.0% 60.0% 57.3% 53.4% 36.6%
県 59.6% 63.0% 58.6% 56.6% 54.8% 40.7%

差（町-県） -2.1% -6.0% 1.4% 0.7% -1.4% -4.1%

町 57.0% 47.6% 58.4% 48.2% 45.1% 39.8%
県 62.1% 54.0% 63.7% 54.4% 47.4% 55.9%

差（町-県） -5.1% -6.4% -5.3% -6.2% -2.3% -16.1%

Ｈ２４
（進級学年に変更）

Ｈ２５

算数・数学

割合（％） 差（町-県） 割合（％） 差（町-県）

小４(町) 96.6 93.8
　　（県) 94.7 95.0
小５(町) 96.0 97.1
　　（県) 95.0 94.6
小６(町) 92.1 95.2
　　（県) 93.4 95.2
中１(町) 95.9 89.6
　　（県) 94.8 92.5
中２(町) 93.9 94.2
　　（県) 92.1 90.4
中３(町) 80.5 90.8
　　（県) 90.2 91.9

Ｈ２４（進級学年に変更） Ｈ２５

-1.2

2.5

-0.1

-2.9

3.8

-1.0

1.9

1.0

-1.3

1.1

1.8

-9.7

割合（％） 差（町-県） 割合（％） 差（町-県）

小４(町) 78.1 72.2
　　（県) 79.9 80.4
小５(町) 72.4 75.0
　　（県) 79.9 79.4
小６(町) 78.1 80.6
　　（県) 78.7 79.8
中１(町) 74.6 65.3
　　（県) 77.8 69.0
中２(町) 66.0 68.6
　　（県) 70.0 65.3
中３(町) 64.4 69.0
　　（県) 66.7 72.6

-2.3

-8.1

-4.4

0.8

-3.7

3.3

-3.6

-1.8

-7.5

-0.6

Ｈ２４（進級学年に変更） Ｈ２５

-3.2

-4.0

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

町 54.0% 73.0% 56.9% 76.0% 60.5% 59.5%
県 56.7% 71.9% 60.1% 75.6% 55.0% 53.6%

差（町-県） -2.7% 1.1% -3.2% 0.4% 5.5% 5.9%

町 63.6% 67.9% 69.2% 60.6% 61.7% 61.5%
県 65.7% 66.6% 71.6% 59.8% 58.2% 63.1%

差（町-県） -2.1% 1.3% -2.4% 0.8% 3.5% -1.6%

Ｈ２４
（進級学年に変更）

Ｈ２５

国語



あったとき、先生や友達に聞いたり、調べたり   表６ 「自分なりに努力しているか」  

するなど、理解できるように自分なりに努力を 

していますか」における「よくしている」+「ま 

あまあしている」の割合は、表６のような結果 

であった。すなわち、表４の勉強に対する思い 

とそれに対する行動面は中学校３年生を除い 

ては同じ傾向であり、言い換えると中学校３年 

生においては、さらに学習に対する積極性を育 

てる必要がある。 

 また、小学校４年生においては、表５との関係も考慮した上での、取組が必要である。 

  以上、熊本県学力調査と質問紙調査結果から、学力の定着においては、算数・数学と英語に

おいて思うような成果は得られなかった。情意面においては、児童生徒への他の質問内容から

も向上が見られた。これは、各学校の取組が、児童生徒に届いているものであり、今後、情意

面との関連を図りながら、学力の定着につなげる手立ての充実を図りたい。  

（２）「分かる授業」の推進について            表７ 国語の理解度                           

  教科に関する理解度について、熊本県学力調 

査の児童生徒質問紙の結果から、国語と算数・ 

数学において「よく理解できている」+「だい 

たい理解できている」の回答状況は表７・表８ 

のとおりである。国語においては、小学校４年 

生から中学校３年生までのほとんどの学年で 

昨年度より向上していた。 

また、算数・数学においては、中学校におい

て厳しい状況が続いている。             表８ 算数・数学の理解度 

一方、少人数・ＴＴ指導及び通級指導によ

り、児童生徒からは、「算数が分かるようにな

った」等の声や、学習意欲の向上が見られた。

今後さらに、個に応じた細やかな指導の充実と

ともに、ドリルやパターン練習等で、「できた・

分かった」の実感を伴うような基礎・基本の徹

底のための手立てを講じる必要がある。また、

そのことが応用する力にも大きくつながって

いくものと考える。 

（３）学びの連続性を重視した小中連携について 

教科における小中連携として、算数・数学部会、ＡＥＥ部会の２つの取組を行ったが、まず、

それぞれの教科における教職員のつながりができたことがとても大きな成果の一つである。そ

れぞれの授業での課題の共有から、教職員同士の学び合いや、教材開発に効果があった。また、

町内の児童生徒を一緒に育てるという意識も深まり、とても有効であった。 

さらに、学校間で学習内容の差が生じないように中学校へつなぐという人権教育や外国語活

割合（％） 差（町-県） 割合（％） 差（町-県）

小４(町) 93.1 86.1
　　（県) 85.6 84.0
小５(町) 83.4 83.1
　　（県) 83.4 79.7
小６(町) 83.6 81.2
　　（県) 78.6 77.5
中１(町) 77.4 63.2
　　（県) 75.1 63.7
中２(町) 63.8 68.0
　　（県) 64.3 56.3
中３(町) 58.4 52.8
　　（県) 54.2 56.3

Ｈ２４（進級学年に変更） Ｈ２５

2.1

3.4

7.5

0.0

3.7

-0.5

11.7

-3.4

2.3

-0.5

4.2

5.0

割合（％） 差（町-県） 割合（％） 差（町-県）

小４(町) 75.4 82.6
　　（県) 80.0 83.9
小５(町) 79.9 87.8
　　（県) 82.0 83.5
小６(町) 83.0 84.2
　　（県) 81.2 83.2
中１(町) 82.9 79.9
　　（県) 82.4 70.0
中２(町) 78.5 80.8
　　（県) 68.1 62.5
中３(町) 35.6 59.9
　　（県) 59.2 63.6

-2.1 4.2

国語
Ｈ２４（進級学年に変更） Ｈ２５

-4.6 -1.3

-23.6 -3.8

1.8 1.0

0.5 9.9

10.4 18.3

割合（％） 差（町-県） 割合（％） 差（町-県）

小４(町) 82.9 80.6
　　（県) 85.7 81.6
小５(町) 77.0 83.7
　　（県) 80.2 81.6
小６(町) 75.0 81.2
　　（県) 79.8 79.5
中１(町) 78.1 60.4
　　（県) 76.5 62.5
中２(町) 42.3 41.3
　　（県) 59.5 53.8
中３(町) 48.3 35.2
　　（県) 51.4 49.5

-3.2 2.1

算数・数学
Ｈ２４（進級学年に変更） Ｈ２５

-2.8 -1.1

-3.1 -14.3

-4.8 1.7

1.6 -2.1

-17.2 -12.5



動等の指導計画の作成や確認ができた。 

（４）学校応援団の組織の整備と推進による豊かで効果的な学習活動の工夫について 

 既存の学校支援ボランティアを基盤とした学校応援団を各学校に組織し、学校応援団連絡協

議会を設立した。また、地域による学校づくりを推進するために、学校地域づくり協議会が各

学校に組織され、各学校の実態に応じて活動が推進された。学習支援として、小学校では放課

後や長期休業日に丸つけや宿題等の指導を、中学校では長期休業日の個別指導や自習監督など、

効果的な活用が図られた。また、児童生徒も地域の人からほめられたり、認められたりするこ

とにより、学習意欲の向上とともに、自尊感情の醸成にもつながるものであった。教職員にと

っても、地域の方々の学習支援により個に応じた指導の充実を図ることができた。 

 
４．今後の課題 
（１）基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力等を高める授業の工夫改善について 

 ○ 算数・数学と英語において、学力の定着が不十分である。表７や表８の理解度の変化と学

力の定着に関して経年比較から見ると、理解はできてきたが定着はできていないということ

になる。また、「書く能力」が不十分という結果でもあった。 

 ○ 基礎・基本の徹底を目指した学び直しや振り返りの充実、練習問題等の充実等、質と量を

勘案した指導法の工夫が必要である。 

 ○ 何を視写し、何を思考して書くかなど、児童生徒の思考の流れや表現力の育成に向けた、

「書くこと」を意識した、ノート指導やワークシートの工夫が必要である。 

（２）「分かる授業」の推進について 

 ○ 理解度の向上や思考力・判断力・表現力等を高めるためのペア学習や班学習等で、学び合

う授業の充実を図る必要がある。 

 ○ 特別支援教育支援員等の配置や、少人数・ＴＴ指導、通級指導の活用により、個に応じた

指導の充実をさらに図る必要がある。 

○ ＩＣＴ機器の効果的な活用など視覚的情報を大切にした、特別支援教育の視点に立った指

導法を推進する必要がある。 

（３）学びの連続性を重視した小中連携について 

 ○ 算数・数学部会やＡＥＥ部会の取組を、授業力の向上を目指した研修へと深める必要があ

る。 

 ○ 幼・保、小、中連携カリキュラムを見直し、「基本的な生活習慣」「人権を大切にする心」

「ふるさと感」「勤労観・職業観」に「学力の充実」も視点として加えた取組を進めていく

必要がある。 

（４）学校応援団の組織の整備と推進による豊かで効果的な学習活動の工夫について 

 ○ 家庭に対して、小中連携した啓発活動を行い、家庭学習の充実を図る必要がある。 

 ○ 各学校の実態に応じた学校応援団活動の推進と、学校応援団連絡協議会を基盤とした、各

学校応援団間の情報交換や連携を推進する必要がある。併せて、地域住民に対して学校応援

団活動の周知と、活動参加の啓発を図る必要がある。 

 



図 1 授業実践シート 

（様式３） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業成果報告書 
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  熊本県球磨郡あさぎり町立あさぎり中学校     
 

○ 推進校として実施した研究内容 
１．重点課題 

 (1) 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改善 

    授業者全員が思考・判断・表現の能力の育成を図る研究授業を行い、授業の改善を行う。ま

た、熊本県教育委員会、熊本県立教育センター及び管内の指導主事派遣事業で講師招聘を行い、

指導助言を参考に授業の改善や指導法の研究を推進する。 

 (2) 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

    小学校・中学校合同の教科部会で各教科等における指導法や学習訓練などに関して系統性や

発達段階を考慮した学力向上のための手立てを協議する。 

 (3) 保護者やボランティアとの効果的な連携・協力による学習習慣の定着 

地域や家庭と連携し、生活習慣や家庭学習の計画を立て、管理することで学習意欲の向上や

学習習慣の確立を図る。 

 
２．重点課題への取組状況 

 (1) 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改善 

思考力・判断力・表現力等を育むためには、言語活動が

重要であり、各教科等の目標と指導事項との関連及び児童

生徒の発達の段階や言語能力を踏まえて言語活動を計画的

に位置付けることが求められる。そこで、各教科等で積極

的に言語活動を授業の中に仕組み、授業の構成や指導の在

り方自体を工夫・改善していくことにした。そして、授業

実践の中から授業実践シート（図１）を授業者一人につき

１枚にまとめた。授業実践シートを作成することで、一人

一人が言語活動を意識した授業の工夫、改善を行った。１

単位時間の授業の中で、言語活動を、どこに、どのように

位置付けていくかを考え、計画の段階から意識して授業づ



図２ 研究授業参観の観点 

くりを行うようにした。具体的には、思考・判断したことを主体的に表現できる生徒を育成す

るために、どのような言語活動を行ったかをワークシートやノートに例示した。また、その時

間の目標により近づくために、どのような意図で言語活動を取り入れたかを考えるようにし、

その成果と課題を記入するようにした。 

また、研究授業では、参観者の

視点を明確にした。授業工夫・改

善部会で、参観の視点を検討した

上で、事後研究会の運営を行っ

た。参観の視点づくりと、授業分

析の役割分担（時間配分、発問と

生徒の反応、教材教具の提示、板

書、評価）を行ったことで、授業

分析を詳細に行うことができ、授

業の振り返りに役立てることが

できた。図２は参観の視点をまと

めたものである。授業研究会では

この表を用いて協議を行った。 

さらに、熊本県教育委員会及び管内の指導主事を講師として招聘し、指導助言をいただいた。

「言語活動の工夫改善としては、本時の学習内容だけに着目して言語活動を構築するのではな

く、新しく学ぶ事項と既習事項で構成されている言語活動を実施することが望ましい。そのよ

うな言語活動を、単元ごとに実施していくことが既習事項を活用させることになる。」という

助言をいただき、英語科においては、熊本県教育委員会作成の英語科教材「I CAN DO IT!」を

リスニング、基本文の暗記・暗唱（ライティングも含む）、自己表現の活動において全学年で

取り組んだ。２月には昨年度から実施されている『くまモン英語チャレンジ』に今年度も全員

挑戦した。 

 また、学習指導要領では、生きる力をはぐくむことを目指し、基礎的・基本的な知識・技能

を習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等をはぐ

くむとともに、主体的に学習に取り組む態度を養うために、言語活動を充実することが求めら

れている。 

そこで、各教科における言語活動を洗い出し、日常の授業の中で言語活動を意識した取組を

行うことにした。言語活動の分類については平成 20 年度中教審答申「幼稚園、小学校、中学校、

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」によって分類されており、 

言語活動①：体験から感じ取ったことを表現する。 

 言語活動②：事実を正確に理解し伝達する。 

 言語活動③：概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする。 

 言語活動④：情報を分析・評価し，論述する。 

 言語活動⑤：課題について，構想を立て実践し，評価・改善する。 

 言語活動⑥：互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる。 

  



図４ 家庭学習の取組み方 

図３ 言語活動一覧表（理科） 

という言語活動を授業及び各単元で設定した。言語活動一覧表を作成することで、各教科で一

年間の見通しをもち、授業に臨むことができるようにした。以下に示すのは理科の言語活動一

覧表である。（図３） 

    

言語活動の中核を担うのは国語科である。その国語科において言語活動がどの時期に、どの

ような教材で、どのような言語活動が実践されているのかを把握することは、各教科で言語活

動を行うに当たって非常に重要なことである。各教科で設定した言語活動が既習の活動かどう

かを知ることで、基礎的・基本的な知識・技能の習得に有効かどうかが判断できる。各教科で

取り組んでいる言語活動を国語科を通して共有することで、教科の横断的な指導にも生かして

いった。 

(2) 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

あさぎり町では学校教育研究会を設置し小学校及び   

中学校の教科指導において連携を深めている。授業研  

究会では、校区内の小学校の先生方も参加していただ

き、協議している。特に、算数・数学部会、英語科に

おけるＡＥＥ部会で共通理解をしながら進めている。 

 家庭学習においては、小学校で作成されている「家

庭学習の手引書」を参考にして、「家庭学習の取組み

方」（図４）を作成した。学年と教科ごとに、実際に

授業を担当している教科担任から具体的な勉強方法を

示した。実際に活用している生徒の姿が多く見られた。

また、個人差があると思われるが、少

なくとも学習の仕方が全く分からなか

った生徒にとっては大きな手立てにな



①自主学習ノートに定規を使って決められた枠を

つくる。 

②取り組む内容を、その日に学習した６教科の中

から４教科選び、教科名を書く。 

③決めた教科の学習を始める。 

図５ 自主学習ノート 

図６－２ 家庭学習計画表の保護者コメント 

図６－１ 家庭学習計画表 

った。 

また、小中学校で自主学習ノート（図５）

を活用している。特に中学校では授業と家庭学

習の結びつきを深め、学力向上につなげるため

に、帰りの会の中で１０分間の自主学習に取り

組む時間を設けた。取組の方法は以下のとおり

である。 

担任は、その際は机間指導をし、個別に対

応を行った。また、自分の学級以外にも入り、

専門教科の指導を行うようにした。副担任も、

各学級を回って専門教科の指導を行った。 

 (3) 保護者やボランティアとの効果的な連携・協力による学習習慣の定着 

  ①家庭学習計画表の作成 

    家庭学習の習慣化による学力の向上

と、自分の生活の振り返りによる課題

を明確にするために、家庭学習計画表

を作成した（図６－１）。保護者は子

どもの学習に関心はあるものの、なか

なか家庭学習に積極的に関わることが

できず、学校に一方的に任せている傾

向にある。そこで、定期テスト前に生

徒が家庭学習計画表を作成した後、保

護者にも励ましのコメント（図６－２）

を計画表内に記入してもらい、学校と

の連携を図った。保護者からのコメン

トにより、取組が一体化された。また、

宿題を忘れた生徒と一緒に、作成した

計画表を使って昨夜の生活の確認を行

い、課題を見つけることができた。さ

らに、生徒同士で計画表を見せ合う機

会を設定し、学習意欲の向上につなげ

た。 



図７－１ １学期の実態 

表 1 自主学習の取組前後の検証 

  ②学校支援ボランティアの活用 

  学校では様々な教育活動や学校運営に、保護者や地域の方々の支援をいただいている。そ

こで、学習面においても、地域の人材を学校支援ボランティアとして活用することにより中

学校と家庭、地域及び学校が一体となり地域ぐるみで子どもたちの生きる力を育むことと、

地域に開かれた特色ある学校づくりを推進することを目的に、地域で学校教育を支援する「学

校応援団」づくりを行った。長期休業中に生徒の学習会を各学年で行った。学校支援ボラン

ティアとして、保護者や地域の皆様に協力いただき、学習会に参加して教師のサポートをし

たり、生徒の自主的な学習活動の場面においては自習監督をしてもらったりした。来年度は、

高校生や大学生のボランティアにも協力を依頼していきたいと考えている。 

   

３．調査研究の成果の把握・検証 

 (1) 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改善 

  熊本県学力調査において、第１学年国語科の話すこと・聞くことの領域において県平均を 12.0

ポイント上回った。また、第３学年では活用の問題で県平均を 3.0 ポイント上回った。第２学

年では、すべての領域で県平均を上回っており、活用の問題では 11.7 ポイント上回った。そし

て、第２学年の英語科においては、聞くことの領域はわずかに県平均を下回ったものの、残り

のすべての領域で県平均を上回った。 

 (2) 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

自主学習ノートの取 組を検

証するため 取 組の前後にアン

ケート調査を行ったところ、以

下のような結果が得られた（表

１）。「現在、自主学習を頑張

っている」という設問に対し

て、肯定的な回答をした生徒が

取組前と取組後では 17ポイン

ト増加しており、「家庭で自主

学習をスムーズに始めている」

に関しては、肯定的な回答が取

組前と取組後では 31 ポイント

増加した。 

 (3) 保護者やボランティアと   

の効果的な連携・協力による

学習習慣の定着 

平成２５年１学期と２学期

の実態の比較を行った（図７－

１，２）。学習面では、1学期

において、１年生の学習時間の

大問 小問 全国質問紙番号

3 15 15

1 2 3 4 5 6 7 8 0

内容 ３時間以上

２時間以上、３

時間より少な

い

１時間以上、２

時間より少な

い

３０分以上、１

時間より少な

い

３０分より少な

い
全くしない 0 0 無記入

１年 11.1% 11.1% 55.6% 11.1% 8.3% 2.8% 0.0%
２年 8.3% 27.8% 44.4% 16.7% 2.8% 0.0% 0.0%
３年 13.9% 47.2% 27.8% 5.6% 0.0% 5.6% 0.0%

設問

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時
間、勉強をしますか。（学習塾や家庭教師の先生に教わっている時間も含む。）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年

２年

３年

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない

0 0 無記入



図７－２ ２学期の実態 

割合が「１時間以上２時間より少

ない」が全体の 50％を占めていた

が、その割合が 40％に減少し、「30

分以上１時間より少ない」が１学

期より24ポイント増加している。

２年生は、「２時間以上３時間よ

り少ない」という生徒の割合が

28％から 43％へ 15 ポイント増加

している。３年生も「１時間以上

２時間より少ない」が 54％から

42％と 12 ポイントへと減少し、

「２時間以上３時間より少ない」や「３時間以上」が増加している。よって、１年生は学習時

間が減少しているが、２・３年生は学習時間が全体的に増加していることが分かる。「自分で

計画を立てて勉強をしている」という項目については、１学期で２・３年生は「あまりしてい

ない」「全くしていない」の割合が高かったが、２学期は２年生が約 14ポイント、３年生が 46

ポイントと大幅に増加した。 

 
４．今後の課題 

   研究の取組から見えてきた課題は、以下のとおりである。 

 (1) 言語活動を通した思考・判断・表現の能力の育成を図る授業の工夫と改善 

   ○数学科及び英語科の各領域、観点、知識・活用において全体的なレベルアップをする必要

があり、思考力・判断力・表現力等を支える基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る必

要がある。 

  ○全職員での共通実践できる内容と教科の特性を生かして取り組む内容を再度明らかにし、

学校総体として組織的に取り組む必要がある 

 (2) 指導の系統性や発達段階を考慮した小中連携による指導の充実 

  ○小学校時点における学習上の課題が中学校と十分共有されておらず、情報だけの連携とな

っているので行動連携できるように、学校教育研究会を推進しなければならない。 

  ○小中連携による指導を推進する研修を合同で行い、各教科等の指導方法及び評価、指導形態や

学習訓練に関すること、生徒指導や人権学習、健康教育などの取組について、対象者、時期、

回数を明確に決め、年間計画に位置付けておく必要がある。 

 (3) 保護者やボランティアとの効果的な連携・協力による学習習慣の定着 

  ○自主学習ノートに関しては、予習をする部分を設定して次時の授業に生かせるようにした

り、授業のまとめの部分を積極的に復習させたり、熊本県学力調査において定着率が低か

った項目に関して、意識的に取り組ませたりする必要がある。 

○定期テスト前に家庭学習計画表を作成するばかりでなく、学期ごとに家庭学習計画表を作 

成する必要がある。また、自主学習ノートに家庭からのコメントをもらったりするなど積 

極的に家庭との連携をとることが重要である。 

大問 小問 全国質問紙番号

3 15 15

1 2 3 4 5 6 7 8 0

内容 ３時間以上

２時間以上、

３時間より少

ない

１時間以上、

２時間より少

ない

３０分以上、

１時間より少

ない

３０分より少

ない
全くしない 0 0 無記入

１年 2.7% 10.8% 40.5% 35.1% 5.4% 5.4% 0.0%
２年 11.4% 42.9% 31.4% 8.6% 5.7% 0.0% 0.0%
３年 18.2% 33.3% 42.4% 3.0% 3.0% 0.0% 0.0%

設問
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれく
らいの時間、勉強をしますか。（学習塾や家庭教師の先生に教わってい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１年

２年

３年

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない

0 0 無記入



（様式２） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業成果報告書 

【推進地区】 
都道府県名 熊本県 番号 ４３ 

 
推進地区名    合志市 

○ 推進地区として実施した取組の内容 
１．重点課題 

平成２５年度は、合志市教育委員会指導指針を「未来に輝く心豊かな人材を共に育む～

確かな学力の向上・豊かな心の育成・たくましい心身の育成～」とし、以下の４項目を指

導の重点キーワードとして取り組んだ。 

① 家庭・地域・学校が連携し、地域に根ざした開かれた学校づくりをすすめる〔合志版コ

ミュニティ・スクールの推進〕 

② 情報通信技術を効果的に活用した、分かりやすく深まる授業を実現し、確かな学力の向

上を図る〔ＩＣＴ教育の推進〕 

③ ことば教育の推進と適切な言語環境の整備につとめ、いじめや不登校のない学校づくり

をすすめる〔「ことば教育」の推進〕 

④ 将来に夢と希望を持ち、日本の伝統文化を理解するとともに、国際感覚を身につけた子

どもを育てる〔英語活動の推進〕 

特に「合志版コミュニティ・スクール」では、学校と地域の人々の間で学校教育目標を

共有し協働による取組を進めた。学力向上に向けて、ボランティアによる学習支援や放課

後寺子屋教室に積極的に取り組んだ。 

また「ことば教育」を市内の全小・中学校で推進し「ことば」を大切にする情感豊かな

子どもたちを育てた。各学校の“ことば教育担当者”による山口県萩市への先進地視察研

修成果を、学校のさまざまな教育活動に取り入れていった。全国学力・学習状況調査や熊

本県学力調査の結果分析と考察をおこない、教職員の授業力の向上を図ることを重点課題

として取り組んだ。 

  
２．重点課題への取組状況 

 (１)合志版コミュニティ・スクールの推進 

  合志市は、家庭・地域との連携を図った基礎学力向上システムを構築するために、平

成２４年度から「合志版コミュニティ・スクール」を推進している。以下のような構想

図のもと、各学校ごとに推進メンバーを選任して取り組みをおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

総合的な学習の時

間への支援 

○体験活動○遊び活動 

安全パトロール

○登下校の見守り 

環境整備支援 

○環境美化 ○環境整備 

学校行事への支援 

部活動支援 

学 校 応 援 団 

合志版コミュニティ・スクール

☆構成ﾒﾝﾊﾞｰ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ(1～2 名) 

･PTA ・地域住民 ･学校(校長等) 

○学力充実ﾀｲﾑ ○授業ｻﾎﾟｰﾄ・ｱｼｽﾀﾝﾄ ○英語活動支援 ○読み聞かせ ○宿題ｻﾎﾟｰﾄ ○ｻﾏｰｽｸｰﾙ ○幼保小中連携 



(２)市学力向上研究校の指定 

 ３年サイクルを基本として、合志市立の全小・中学校に「市学力向上研究指定」をおこ

ない２カ年の研究に取り組ませている。平成２５年度は研究指定２年目にあたる小学校２

校・中学校１校の研究発表会と、研究推進校を含む小学校３校と中学校１校の新たな研究

指定を行った。学力充実研究指定校の研究発表概要は次の通りである。 

期 日 学校名 研 究 主 題 

H25.11.1(金) 合志南小学校 コミュニケーション能力をはぐくむ教育実践 

～自己表現活動を取り入れた授業づくりを通して～ 

H25.11.15(金) 西合志中学校 生徒一人ひとりの確かな学力を育てる学習基盤づくり 

～なかまとともに高め合う双方向の言語活動を中心に～ 

H26.1.23(木) 西合志東小学校 確かに読み取り進んで表現する子どもの育成 

～国語科指導における｢習得のさせ方｣の工夫を通して～ 

３校ともすべて研究紀要を作成し参観者等に配布している。また研究会当日は全体会で

の研究概要説明、公開授業、分科会をおこない研究を深めた。 

研究推進校である西合志南小学校は今年度からの指定で、研究主題「国語科における『確

かな学力』を持ったこどもの育成～読解の活用型授業における基礎・基本の習得を目指

した指導の工夫～」に取り組んでいる。当該校に対して、合志市教育委員会としては概

要訪問、経営訪問をおこない実態の把握と指導・助言をおこなった。 

(３)ＩＣＴ教育の推進 

  ＩＣＴ機器の効果的な活用で、児童の学習への興味関心を高めたり、思考の支援を行う

取組を行った。市教育委員会も先進地視察として山江村や高森町の研究発表会に参加し、

今後の機器活用に関する情報を積極的に収集している。またＩＣＴ教育担当者会を組織し

て、特別支援学級を主とした、タブレット端末の購入を協議している。研究推進校の西合

志南小学校はＩＣＴ教育推進モデル校に指定して機器等の購入を優先して進めている。今

年度は電子黒板ユニット、書画カメラ、電子黒板用ノートパソコン等１２５万円程度を当

該校で購入して授業に活用した。 

  平成２６年２月１８日(火)に公開授業を行い、２・４・５年の国 

語，算数，社会の授業の中でデジタルハイビジョンカメラ、タブレ 

ット、アニメーション映像、書画カメラ、パワーポイント等の効果 

的な活用を公開した。市教委の指導主事で講評をおこなった。 
(４)「ことば教育」の推進 

  適切な言語環境の整備と、話す・聞く・伝えるといった表現力の育成を図るため「こと

ば教育」を推進した。学校生活の一日を通して豊かな言語環境を意識した実践を行うとと

もに、授業では元ＲＫＫ熊本放送アナウンサーの岩元克雄先生を専任の外部指導者として、

各小中学校が計画的に活用している。基本的な発声、スピーチの仕方、感情を込めた朗読

など模範を示してもらいながら、児童生徒の興味・関心・意欲を高め成果をあげている。 

  また各小中学校の「ことば教育担当者」で、平成２５年６月１２～１３日に山口県萩市

の先進地視察研修を行った。萩市教育委員会で市教育方針を伺い、明倫小学校の朗唱教育

等、特徴的な取組を授業参観した。研修報告書を冊子にまとめて各小中学校に配布した。 
(５)英語活動の推進 

  小学校への外国語活動の導入にあわせ、英語を通して世界に視野を広げコミュニケーシ

ョン能力を高めていくために、平成２５年１０月５日(土)に小学校５年～中学校３年を対

象に「英語チャレンジ大会」を開催した。各学校で出場希望者を募り、夏休みから９月に
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かけて、ＡＬＴや英語指導講師の協力・指導を受けながら英会話力 

を高めていった。外国語指導助手(ＡＬＴ)および各小中学校の英語 

担当者を実行委員として大会の運営、進行にあたり、参加した子ど 

もたちは自分の趣味や特技、夢や希望などを英語でスピーチした。 

ＡＬＴによる英語クイズ大会等も開催して楽しい活動ができた。 
 
３．調査研究の成果の把握・検証 

合志市として取り組んだ４つの重点課題に対して、その成果と達成率を１０小中学校の

校長にアンケート調査した。その結果は下記のとおりである。       達成率；％ 

合志版 

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ 

学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活動は広がったか 小 82.5 中 75.0 80.0％ 

基礎学力向上ｼｽﾃﾑとしての学習支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは活用できたか 小 77.5 中 57.5 72.5％ 

確かな学力 

   の向上 
熊本型授業による研究授業により授業改善は進んだか 小 82.5 中 75.0 80.0％ 

県学力調査、全国学力学習状況調査等の結果活用はできたか 小 82.5 中 75.0 80.0％ 

ＩＣＴ教育 

の推進 
授業へのＩＣＴ機器の活用は進んだか 小 65.0 中 50.0 60.0％ 

ＩＣＴを活用した分かる授業、深まる授業づくりはできたか 小 52.5 中 57.5 55.0％ 

ことば教育 

の推進 
ことば教育で、子どもや教師の言語環境の改善が見られたか 小 67.5 中 75.0 70.0％ 

ことば教育の推進は、安全･安心な学校づくりに役立ったか 小 75.0 中 75.0 75.0％ 

英語活動 

の推進 
英語ﾁｬﾚﾝｼﾞ大会に、学校全体としての取り組みができたか 小 67.5 中 75.0 70.0％ 

英語ﾁｬﾚﾝｼﾞ大会は、児童生徒に夢を持たせることができたか 小 75.0 中 75.0 75.0％ 

学習支援ボランティアに低学年の国・算の支援をしてもらい児童の学習意欲は高まって

いる。西合志南小校区では、地域ボランティアによる「放課後寺子屋」を開設し、低学年  

４０名が参加した。意欲的に学習する姿が見られ学習の習慣化へとつながっている。 

市研究指定を受けたことで研究授業を中心に、学力向上への教職員の意識の高まりが見

られる。基礎学力向上のための組織的・継続的な取り組みが出来て学習意欲も向上した。 

西合志南小をＩＣＴ教育推進モデル校に指定して機器を購入したことで、ＩＣＴを活用し

た授業の在り方を研究授業で実践して教職員の意識を高めることができた。 

講師招聘による「ことば教育」の継続により、自分の言葉で伝える力がつき、思いやり

のある交流ができるようになった。朝の活動に音読や群読の時間を設け、指導内容も学年

の系統性を明確にして取り組むことで、児童生徒の言語環境は少し良くなってきている。 

英語チャレンジ大会は小５～中３の対象学年から積極的な参加があり、チャレンジ精神

を育むことができた。参加した児童生徒は、とても英語に慣れ親しみ全校生徒の前でも自

信を持って発表できている。教職員との夢の共有もできつつある。 
 
４．今後の課題 

  合志版コミュニティ・スクールはかなりの成果を収めているが、中学校の地域コーディ

ネーター配置や推進委員会の設置が遅れているため整備を進めていく。 

   県学力調査の結果を考察すると、まだ学年・教科によって県および菊池管内の定着率を 

下回っている状況がある。今後も引き続き、年度ごとに３～４校の市学力向上研究指定を

おこない、学校をあげて組織的に授業の質の向上と改善を図っていく。ＩＣＴ教育につい

ては機器の導入に関して予算措置も必要なため、次年度は４小学校の特別支援学級から整

備をすすめ、効果的な活用についての検証をおこなっていく。 

  重点課題の４項目については継続的な取り組みを行うとともに、市全校をあげてアメニ

ティ教育環境づくりによる「認め・ほめ・励まし・伸ばす」教育を徹底していく。 

西合志南小学校の発表 



（様式３） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業成果報告書 

【推進校】 
都道府県名 熊本県 番号 ４３ 

 
推進校名 熊本県合志市立西合志南小学校     

○ 推進校として実施した研究内容 
１．重点課題 

近年の本校の課題として学力２極化傾向が挙げられる。「話せない」「書けない」「読めな

い」児童に共通するものは何か。そして、その解消のためにはどこに焦点を当てればよいのか。

学習指導要領の改定の趣旨を十分に踏まえながら、授業における下位グループへの手立てをど

う工夫するのか。すべての子どもに基礎・基本の確実な習得をどう進めていくのかが学校全体

の大きな課題である。 
本校は研究テーマを、「国語科における『確かな学力』を持った子どもの育成」とし、サブ

テーマを「読解の活用型授業における基礎・基本の習得を目指した指導の工夫」とした。本調

査研究の趣旨にもあるとおり、「つまずきやすい学習内容の確実な習得や知識・技能を活用す

る授業の展開に向けた工夫改善」のための研究である。特に全国学力・学習状況調査の結果で

課題となった読む力の習得について、授業のみならず様々な視点から習得に向けた取り組みを

実践していく必要があると考えた。重点課題を①読む力の土台となる基礎・基本の確実な習得

②習得したことを活用するための言語活動を充実させた授業展開の工夫の２点とした。 
これらのことを踏まえ、授業においては読みの観点１０を活かした身につけさせたい力の系

統化と単元を貫く言語活動の充実、さらに日常活動の充実や読書活動の推進、家庭学習との連

携等を取り組んでいった。 
２．重点課題への取組状況 

 （１）読む力の土台となる基礎・基本の確実な習得に向けた取組 

   読む力をつけるために、まずは基盤となる児童の言語環境を整える必要がある。さまざま

な日常活動、家庭学習等の取組を行った。その内容は授業の予習、復習のようなつながりの

ある内容だけでなく、話すこと、聞くこと等の基礎となる活動も幅広く行った。それぞれの

取り組みをまとめる。 
① 朝自習を活用した日常指導 

ア 学力充実タイムの取組 

 
 
 
 
 

 
イ かがやきタイムの取組 

 
 
 
 
 

 

火曜日の朝自習を「学力充実タイム」と位置づけ、１年分のプリント

を作成し、学年統一して取り組んだ（写真１）。それぞれの学年の新出

漢字と計算の問題を作成。毎週、学年で同じプリントに取り組むことで、

学級差が出ることなく基礎基本の力をつけることができると考えた。約

１０分でプリントの問題を解き、残りの５分間で答え合わせやり直しを

させた。また、定期的に漢字大会等の取組も実施。記録証を作り、児童

が目標を持って取り組めるようにした。 

木曜日の朝自習に「かがやきタイム」を位置づけた。内容は、「日

本語のひびきやリズムを楽しむ一斉音読」と「コミュニケーション

トレーニング」である。 
コミュニケーショントレーニングは全校統一した内容を実践して

いる。段階を踏みながら、自分の意見の言い方、理由の言い方、丁

寧な言い方等を学ぶ時間である（写真２）。プリントは年間分を冊

子化した（写真３、４）。 
 

写真１ 
学力充実タイムで使用するプリ

ント 

写真２ 
コミュニケーショントレーニ

ングの時間。 



 
 

   

 

 

  
 
 
 
 
  
 
 
ウ 読書タイムの取組 

 
 
 
 
 
 

② 個別指導の時間の利用   
 
 
 
 
 
③ 家庭学習の指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 写真８ 音読カード 

写真３  
かがやきタイムのプリント 

上段は「日本語のひびきやリズム

を楽しもう」。清少納言の枕草子

である。「春はあけぼの」から始

まり、この回は「冬はつとめて」

を読んだ。横に解説も入れてい

る。 

下段は「コミュニケーショントレ

ーニングをしよう」。この回は「反

対の立場で考えよう」である。先

生と練習、ペアで練習というよう

に対話形式で練習を重ねていく。 

写真６ 
図書室前のプリント棚 

金曜日の朝自習の時間は読書タイムとした。そして、毎月

の第１金曜日は本県の道徳の副読本「熊本の心」の本を読む

ことにしている（写真５）。それ以外は本に関する指定はせ

ず、児童が好きな本を読んだ。読書に関してはさらに充実し

た取組が必要である。 

本年度は毎週月、木、金曜日の１５時５５分から１６時３０分を個

別指導の時間として位置づけている。児童のつまずきに合わせて、

学年を越えて基礎学習のプリントの活用ができるようにした（写真

６）。プリントは図書室前のプリントケースに入れてあり、自由に

誰でも利用できるようにした。 
 

ア 全学年共通の「学習の手引き」の作成 

ステップ１は必ずやる学習、ステップ２は進んでやる学習

として、学習の進め方がわかるようにした。ステップ２では

内容を習熟と発展に分け、児童が自分の学習状況を見つめて

選択できるようにした。この「学習の手引き」は全学年音読

カードに貼り付け、児童が毎日活用している。 
 

イ 読解力向上を目指した宿題の工夫 

児童の毎日の家庭学習には、読解力向上のために、読み取りのプリントを出すようにした。思

考力を問う問題と、表現力・活用力を問う問題をバランスよく出すことを心がけた。宿題の丸つ

け・やり直しでは、解説を入れるようにした。例えば、高学年では、要旨をまとめるキーワード

をみんなで確認したり、読み取りのポイントを押さえたりした。また、書く作業に抵抗を感じる

児童が多いため、読み取りだけに終わらず、最後には自分の意見を書かせることも心がけた。 

ウ 家庭との連携 
学習の様子を家庭と協力して見守っていくことにした。今年度は

毎日行う音読カードのチェック欄の横に、家庭学習チェックの欄を

設けた（写真８）。宿題・自学をきちんとやれているかだけでなく、

学習の様子も伝えてもらうようにした。 

写真７ 学習の手引き 

写真４ 
「ことばのホップステップジ

ャンプ」は各学級で児童が発声

練習をするために教師側で選

んだ早口言葉や詩等をまとめ

たものである。低学年版と高学

年版を準備した。併せて「かが

やきタイム」の資料として今年

度は全て年間分を冊子化した。 

写真５「熊本の心」の読書タイム 



④ 言語環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

（２）習得したことを活用するための言語活動を充実させた授業展開の工夫 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ① 授業改善のポイント 

 ア 身に付けさせたい力の明確化 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 習得の授業づくりの工夫 

 図２ １単位時間の学習展開のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活用の時間 

・身に付けた力をいかした課

題解決、表現活動 
・記述による学びの自己評価 
 

習得の時間 

・身に付けたい力にしぼった教材

文による学習 
・観点読みを使った読解 
・少人数による学び合い 

課題づくりの時間 

・単元を貫く言語活動の設定 
・身に付けたい力の明確化 

第１次 第２次 第３次 

図１読解の授業の単元構成 

写真10「習得させたい読みのスキル一覧」 

指導系統や重点を全体で意識して行った。 

つかむ    →    考える   →     深める   →    確かめる 
自分の考えをまとめた

りするために書く課題

解決 

少人数による音声言語

活動や一斉学習による

学び合い 

めあてに対しての評

価、学びのふり返り 

本校では、「読みの系統一覧」や「習得させたい読み

のスキル（写真１０）」等を「習得読みテキストブック」

として冊子にまとめている。このテキストブックをもと

に、その学年、単元で身に付けさせたい力が何かをはっ

きりとさせ、指導の重点化を図った。そして、単元の第

１次を課題づくりの時間とし、この単元でどんな力を身

に付けるのか児童にはっきりと示し、学習に対する見通

しを持てるようにした。さらに、授業では毎時間自己評

価をすることで、自分の学びを確かめさせた。１時間で

何を学ぶのか、児童も教師も明確にした授業が展開され

るようにした。 

学ぶ目的、内容の明

確化のためのめあ

ての提示 

単
元
の
ゴ
ー
ル 

単
元
の
ス
タ
ー
ト 

教室および校内の掲示物の充実に向けて、全教

室に正しい姿勢のポスター、また、低学年～高学年

と系統性を考えた発表の仕方・聞き方や声のものさ

しを掲示した。また、校舎内も地方新聞の子ども版

や俳句、四字熟語等の掲示を行い、季節に応じて定

期的に更新した（写真９）。 

読解の授業の単元構成を図１のような流れとし、単元を貫く言語活動を学習の柱として、そこ

に向けて身につけるべき基礎・基本をしぼった教科書による学習を全校で取り組んだ。そして、

授業改善のポイントを３点掲げて、基礎・基本の習得の授業の質の向上に努めた。授業改善のポ

イントは「身につけさせたい力の明確化」「習得の授業づくりの工夫」「単元を貫く言語活動と

習得の時間を関連付ける構成の工夫」である。 

写真９ 校舎内の掲示の充実 

写真１１ 
課題解決に向けて見通し

が持てるよう、教材文にシ

ールや色線等を使い構成

を視覚的に捉えさせる工

夫 

ひとりで「できた」「分かった」

「こうかな？」と考えを持てるよ

うにするための手立て（学習プリ

ント、拡大教材文、発問、学習の

足跡、視覚効果の活用等）を行っ

た。 



 
 
  

 

 

ウ 単元を貫く言語活動と習得の時間を関連付けるための構成の工夫 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 実践例 「第４学年『くらしの中の和と洋』」観点読みを生かした習得の授業 

○目標 キーワードを手がかりに説明の部屋を３つのまとまりに分けることを通して、段落ごと

の関係を考えることができる。 

過程 学習活動 Ｔ：教師の主な発問 Ｃ：児童の反応 指導上の留意点・評価 
つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考

え

る 
 
 
 
 
 

 
深

め

る 
 
 
 
 
 
確

か

め

る 

１．課題をつかむ。 

 

 

 

２．まとまりに分けるため 

の読み方をおさえる。 

   
３．自力で説明の部屋を３つ 

のまとまりに分け、「決め 

手」（根拠）を書く。 

   
４．お散歩対話で交流する。 

  
５．全体で段落と段落の関係 

を確かめる。 

 

６．今日の「『くらしの中の 

和と洋』ブックづくりのヒ

ント」を確認する。 

Ｔ：これまでに学習した「ブックづくりのヒント」を思いだそう。 

Ｃ：はじめとおわりの部屋はわかったぞ。 

 

 

Ｔ：何を手がかりにしてまとまりに分けていくといいでしょうか。 

Ｃ：段落と段落の関係をみるとまとまりがわかるかもしれないぞ。 

Ｃ：接続語や文末表現に注目してみよう。 

 

 

Ｔ：自分でまとまりに分けてみましょう。 

Ｃ：「問いかけ」の「答え」はどこかな。 

Ｃ：「まず」「次に」のような順序で考えると 

分かりやすいな。 

Ｔ：まとまりに分けた決め手を書きましょう 

Ｃ：発言の仕方に沿って伝えるぞ。 

 
 
 
Ｔ：お散歩をして伝え合いましょう。 
Ｃ：④～⑩は「部屋の中でのすごし方」についてのまとまりだな。 

Ｃ：⑫・⑬は、⑪の説明じゃないかな。 

理由は、「～です」のような言い切りの形だから。 

Ｔ：段落と段落の関係を確かめてみましょう。 

Ｃ：⑥と⑦は「問い」と「答え」の段落だな。 

Ｃ：③や⑤は段落の中で対比されていたんだ。 

Ｃ：段落同士の関係が分かったぞ。 

Ｔ：見やすい文章にするには、まとまりを作ることが大切なんだ。 

Ｃ：「『くらしの中の和と洋』ブック」づくりに生かそう。 

習得の１時間の授業を４つの段階に分けた（図２）。特に、考える段階では課題解決に向けて

児童が見通しを持てるように、教材文への書き込み、学習プリントの工夫、板書、発問の工夫、

視覚的な効果等も活用しながら様々な手立てを講じ（写真１１）、児童がひとりで自分の考えを

持てるようにした。そのために考えて書く時間の確保も行った。 

学校で作成した「単元構成づくりの３段階」をもとに、

身に付けさせたい力に対して単元を貫く言語活動が適した

ものか吟味しながら単元の指導計画を立てた。特に習得の

授業において、単元を貫く言語活動とつながるような学習

活動にしていくように工夫した。習得の時間と活用の時間

の学習過程を同じように組み段階的に学んでいく方法や、

活用の時間に行うことを習得の時間に繰り返して行う反復

学習（写真１２）等を取り入れ、身に付けた力が活用の時

間に活かせるという実感が持てるようにした。 

能動型学習：意見を交流し、自分の意見に自信をもったり（共 
通点）、新たな考えをもったり（相違点）する。 

徹底指導：まとまりに分けるために、キーワードを手がかりにす

ることをおさえる。 

キーワードを手がかりに、説明の部屋を３つのまとまりに分けよう 

全体の場で、段落

相互の関係を確

かめさせる。 

形式段落の要点

を色分けし、視

覚的に訴え、対

比されている事

柄に気づかせる

ようにする。 

写真１２「乗り物図鑑」を作るために、

繰り返し文章の書き方（構成）を習得す

る授業 



３．調査研究の成果の把握・検証 

 ① 県の学力調査を活用した評価問題の正答率 

   県の学力調査問題を活用し、本校で作成し実施した読む力をはかる評価問題の正答率（A
十分できている、B おおむねできているをあわせたもの）は資料１にあるとおり、１回目（９

月はじめ実施）と３回目（１２月終わり実施）で比べると、６２％から７０％と８ポイント

上昇した。また、「C 誤答」も減少しているが、１回目で多かった「D 無答」の割合が２０

％から７％と大きく減少した。 
学年別に見ても A の割 
合が上昇している学年 

   が多く、それぞれの学 
   年において授業改善の 
   成果が見られたといえ 
   る。 
 

②県学力調査の結果 

    本年度１年間の成果をより客観的に見るために、１２月に実施した熊本県の学力調査の結果

分析を行った。比較は同一集団の経年比較とし、県平均との差がどのように変化しているかを

見た。県学力調査は３年生以上が実施のため、経年比較できる４年生以上の結果で分析した。 

資料２ 県学力調査学年別県との比較 
資料２の比較結果からも、全学年に大きな伸びが見られ、本年度研究内容を各学年で共通実

践として取り組まれた成果が見られると考えている。特に、読むことに関しては、経年比較の

変化見ると、４年生が４．９ポイント、５年生が１５．２ポイント、６年生が１２．３ポイン

ト伸びており、県平均と比べてもプラスに転じた。観点読みを基本とした読み取り法を多くの

児童が習得し、活用できた結果であると捉えている。また、読むことに併せて書くことも高い

伸びを見せており、授業のまとめや単元ゴールとして取り組んだ「自分の考えをまとめる」成

果が見られており、全学級の共通した授業改善の結果と捉えている。 
 ③習得の授業づくりに関する教師の自己評価 

  本年度、全職員習得の手立てを明確にし、学び合いをとりいれた指導案を作成して公開授業

を実施し、授業研究会も行うことができた。授業を行った教師は、写真１３にあるように、実

践のまとめを作成し、発問や手立て、教材がどうであったか自己評価を行い、次の授業作りに

活かすことができた。 

学年 領域 定着率（自校） 県との比較 
昨年度 

県との比較 変化 

6 年 

話すこと・聞くこと 61.8% -11.3 -5.9 -5.4 

書くこと 81.3% 26.8 -1.9 28.7 

読むこと 56.5% 3.6 -8.7 12.3 

伝統的な言語文化と国語の特質 79.2% -0.9 -3.1 4.0 

５年 

話すこと・聞くこと 75.6% 2.1 -3.5 5.6 

書くこと 54.4% 9.0 -1.0 10.0 

読むこと 62.9% 1.9 -13.3 15.2 

伝統的な言語文化と国語の特質 70.9% -0.6 -4.4 3.8 

４年 

話すこと・聞くこと 59.5% -6.5 -11.0 4.5 

書くこと 91.2% 1.4 -10.1 11.5 

読むこと 45.4% 2.7 -2.2 4.9 

伝統的な言語文化と国語の特質 68.1% 1.3 -3.3 4.6 

資料１ 評価問題到達度の推移と学年別の到達度 



④毎日の家庭学習の実施率 

 ９月はじめと２月末に、児童に対して質問紙調査を行っ 
た。現在２月末の結果を集計中であるが、速報値では毎日 
の家庭学習の実施率はほぼ１００％である。ただし、学年 
の発達段階に応じた学習時間の目標の達成率はまだ低い状 
況にある。年度末までに詳細の分析を行いたい。 
 
４．今後の課題 

  本年度は、学校総体として多くの取組を行うことができ 
た。そのおかげでたくさんの成果が見られた。一方で、学 
校全体で進めてきたことにより、児童それぞれのニーズに 
合わせた取組が足りなかった部分も見られた。例えば、学 
力充実タイムでは、毎回学年一斉に同じプリントを実施し 
た。学力に応じて質や量の変化をつけることで、より児童の学力に応じた学力充実タイムが行わ

れ、効果が上がるのではないかと考えている。実際に、学力調査においても、「伝統的な言語文化

と国語の特質」の数値は伸びたものの、まだ県平均を下回っている状況にある。次年度は漢字、語句

等の基礎的な学習をさらに充実できるよう、朝の活動や放課後の個別指導の時間の活用について

改善を図りたい。また、全体の読書量がまだまだ伸びていない。週に平均１,２冊という低い値で

ある。学校で授業と関連付けてできることや図書司書との連携、さらには家庭との連携でできる

ことを整理し、児童の読書環境を整えていかなければならない。 
 授業改善については、次年度以降も観点読みを土台とし、単元を貫く言語活動との関連を図り

ながら継続的に実践していかなければ本当の成果は見えてこない。今年度、授業中のノート指導、

板書、発問等、習得の授業の質の向上に向けて、授業研究会等で多くの意見が出された。それら

の課題を整理し、検証改善サイクルを継続して研究していく必要がある。 
また、家庭との連携の面で、家庭学習充実のためには、家庭生活の時間の見直しが必要である。

本校で行った質問紙調査において、高学年ほどテレビ視聴時間が多く、家庭学習の時間が目標時

間に到達していない児童の割合が高くなる傾向も見られている。３月に、生活時間の見直しのた

め、全校で生活時間の計画をたててチェックする取組を試行的に行う予定である。家庭との連携

のあり方をさらに探っていきたい。 
最後に、学習規律等の学ぶ姿勢作りにおいては、学校全体で統一した取組ができていない。落

ち着いた学習環境を学校全体で作り上げ、児童がすごしやすい学びやすい学校にしていくことも

学力の向上には非常に重要な要因である。本校の足元を見つめ直し、「誰かの百歩よりみんなの

一歩」を合言葉に、今後も職員が一丸となった地道な取組を続けていきたい。 
 

 

写真１３実践のまとめ。単元計画や言語活

動等、単元ごとに実践をふりかえった。 



（様式２） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業完了報告書 

【推進地区】 
 
都道府県名 

 

 
熊本県 
 

 
番号 

 

 
４３ 
 

 
 

推進地区名 
 

 
  八代市 
 

○ 推進地区として実施した取組の内容 

１．重点課題 

（１）教科を貫く言語力である小学校国語における「話す・聞く能力」、「読む能力」に関する課

題 

（２）基礎的・基本的な知識及び技能を活用し、思考力・判断力・表現力を育成する授業づくりに対す 

る教師の意識改革と授業力向上に関する課題 

（３）主体的に学習に取り組むために必要な学習規律や仲間づくりなど、基盤となる学びの環境づくり

に関する課題 

（４）基礎的・基本的事項の定着と学習の習熟のための個に応じた指導、補充学習に対する学校の指導 

体制づくりに関する課題 

（５）学力を確実に定着させるための効果的な家庭学習をはじめ、家庭での学ぶ環境づくりに関する課 

  題 

 

２．重点課題への取組状況 

     これらの課題解決のため、次のような取組を行った。 

（１）特に小学校国語科の授業において、自力解決、小集団解決、全体での練り上げという学習展開の

下、言語活動を有効的に位置付けた思考力・判断力・表現力を高める授業スタイルの確立を行った。

そのために、研究授業や校内研修における授業研究会等に指導主事が参加し、指導助言を行った。 

   また、本市の課題である「読む能力」の向上を支援するため、各教科等において読書につながる

指導や授業展開の推進を行った。そして、各校に配置した学校図書館指導員を有効活用しながら、

図書館を整備するとともに読書を推進した。 

（２）「学力向上やつしろプラン」の視点から、徹底指導と能動型学習のめりはりをつけた授業展開で

ある熊本型授業の推進を行い、学校訪問や校内研修推進事業等において指導助言を行った。そして、

教師の意識改革と授業力向上を進めた。また、学力向上ハンドブック（八代市教育サポートセンタ

ー作成）の活用による教師の授業力の向上を目指した。 

（３）「話し方・聴き方」、「声の大きさ」、「姿勢」等、各校における学習規律の整備を進めた。ま 

た、小中一貫・連携教育をさらに推進し、確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成を図るために、    
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小中連携コーディネーター研修会等の開催、各中学校区の取組の様々な場での情報提供等を行   

った。そして、基本的な生活習慣とあわせて学習規律についても小中で連携をとり、系統的に指導 

をすることができるような体制を各校区で整えるよう促した。 

（４）算数科での少人数指導やＴＴ指導において、効果的な授業展開や指導方法について研究を進め、

個に応じた指導の在り方を追求した。また、学力の定着を図るための補充学習を計画的に行うなど

学力を定着させる時間の確保を行った。 

（５）小中一貫・連携教育において、各校区で「家庭学習のてびき」や「生活のきまり」等を作成し、

家庭学習の意識を高め家庭学習を充実させた。また、家庭の教育力を高め、家庭学習についての意

識を高めるため「教育講演会」等の情報提供を行った。 

   以上のことについて、郡築小学校において研究を行い、その成果を研究発表会を開催し授業公開

を行うとともに研究の概要と成果等を発表し、その取組について評価を得ることとした。 

 

３．調査研究の成果の把握・検証 

（１）熊本県学力調査及び全国学習状況調査において、八代市と郡築小学校の学力の経年比較等を

行い、取組内容の推進状況と学力の変容の関係について分析した。 

   特に重点的に取り組んだ国語の結果に関しては３年生の定着率が良かったことに加え、４年生に 

おいて伸びが認めら 

れたが、他の学年に 

おいては、定着率と 

しての成果は表れな 

かった。 

しかし、児童の授 

業に臨む様子や県学 

力調査質問紙調査に 

おいて、６年生のす 

べてが勉強は大切で 

あると感じているこ  

とからも、学習意欲 

の向上が表れており、 

今後の学力の定着及 

び向上が期待できる。 

     八代市の課題でも 

ある「読むこと」に 

  関しては、県学力調 

査の結果からでは、 

あまり学力の伸びを 

感じることはできな 

かった。また、同様 

に「話すこと・聞く 



　　　　　　　　　　平成２５年度　県学力調査　質問紙調査

問７：あなたは、日々の授業の中で、児童生徒が自分の思いや考え

　　を書いたり、発表したり、また、児童生徒間で、問題解決の方法

　　等について意見を交換する場を設けていますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県

八代市

郡築小
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問５：あなたは、本県が推進している徹底指導と能動型学習とのめり

はりをつけた熊本型授業を、どの程度意識して行っていますか。

いつも意識している 概ね意識している ときどき意識している

あまり意識していない 全く意識していない

こと」に関しても、 

八代市の結果、郡築 

小の結果ともに向上 

は見られなかった。 

 しかし、研究発表 

会参加者における公 

開授業の感想の中に、 

「児童生徒の生き生 

きと学ぶ姿、発表す 

る姿がすばらしかっ 

た。」、「相手意識 

を持つこと、よい聞き手を育てることの大切さを感じた。」というものが多数あった。これまでの 

取組で児童の学ぶ姿勢が身についてきている。今後取組を継続させていくことが重要である。 

（２）県学力調査の教師対象の質 

問紙調査の結果からも、郡築  

小学校の教師集団が、熊本型 

授業を強く意識して授業を行 

ったことが分かる。 

 また、研究発表会の参観者 

によるアンケートにおいても、 

「『学び合い』『伝え合い』 

『高め合う』あり方・姿勢を 

学んだ。」、「グループの話 

し合いによって、一人一人の 

考えが深まったり、分からな 

かった子どもが分かるように 

なったりすることが大切だと 

思った。」等の感想があった。 

 さらに、「全校あげて共通理解を図り、連携していることが伝わった。連携力がすばらしい。」

という感想が多数あった。教師集団の意識改革と授業力向上が図られていると評価できる。 

（３）学習規律の確実な習得については、学力の定着のために全職員共通理解のもと取り組む姿勢が見

られた。児童の学習訓練もよくなされており、言語活動も課題達成のため効果的に取り入れること

ができるようになった。特に研究発表会や研究授業等においても、「学習訓練がよくなされていて、

授業を見て、すがすがしい気持ちになった。」「とても落ち着いていて、学習訓練がなされている。

『小学生らしさ』『素直さ』がいい。」等の参観者の感想が多かったことからもそのことが分かる。

また、この学習規律を身につけさせる取組は、校区の中学校と連携されており、今後中学校に進学

した後の学習にも良い影響を与えると思われる。 

（４）熊本県学力調査や全国学力・学習状況調査の結果から、算数科における学力の定着及び向上がみ

られた。これは、郡築小で取り組まれた習熟度別の少人数指導や補充指導の成果といえる。少人数



平成２５年度　全国学力・学習

状況調査正答率結果（６年生）
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　　　　　　平成２５年度県学力調査　質問紙調査
問１３：学校の授業がある日に、授業時間以外に１日どれくらい
　　　勉強しますか。
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指導における個に応じた指導や習熟度に合わせた課題の設定、加えて日課の見直しによる朝と放課

後の補充学習の時間の確保や長期休業中の補充学習等が効果的であることを示している。 

   郡築小の行った少人数指導や補充学習の取組は、今後八代市における学力の定着及び向上のため 

の取組の参考となるものである。 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（５）保護者への啓発や家庭や中 

学校との連携により、家庭学 

習への関心が高まり、勉強は 

大切なものであるという意識 

が高まるとともに、家庭学習 

の時間も多くなっている。 

家庭学習を充実させるため 

  には、保護者へのはたらきか 

  けが大切であることがわかる。また、郡築小と校区の第七中で作成した９年間を見通した家庭学習

や学習規律等の手引きも効果的であったと考えている。 

   保護者への啓発や学習面での小中連携を市全体でも力を入れていく必要がある。 

 

４．今後の課題 

（１）学力の定着については、まだ十分な成果が上がっているとは言えない。特に国語科の「読む

こと」における課題が残る。読書や読書につながる教科の指導を今後も継続発展させていく必要が

ある。各学校において、図書館の環境整備に力を入れたり、朝の読書を推進したりする等全市的に

読書に力を入れる必要がある。 

（２）国語科において、県学力調査や全国学力・学習状況調査における達成率としての成果が現れてい 

ないことから、教職員における指導法の工夫を含めた授業改善がさらに求められる。各学校におい 

て、学校総体で授業改善を行い熊本型授業を推進していくよう、学校訪問や校内研修推進事業等に 

おいて指導・助言を行っていくとともに、教師の意識改革を進める。また、「学力向上ハンドブッ 

ク」の各学校における活用を継続させる。 

（３）少人数指導について実施可能な学校については、郡築小の実践を情報として提供するとともに、 

指導助言を行う。また、補充学習については郡築小の取組を参考に各学校において実態に応じて取 



り組むよう指導・助言を行う。 

（４）小中一貫・連携教育をさらに推進し、学習面で９年間を見通した学習訓練、家庭学習のあり方に 

ついて連携を密にするよう指導を行う。また、各中学校区の取組等について情報提供を行いお互い 

のよい面を取り入れることができるような環境整備を行う。 



（様式３） 
「確かな学力の育成に係る実践的調査研究」における 

「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関する調査研究（小・中学校）」 
平成２５年度委託事業完了報告書 

【推進校】 

都道府県名 熊本 番号 ４３ 

 

推進校名 熊本県八代市立郡築小学校 

○ 推進校として実施した研究内容 
１．重点課題 

○ 児童が見通しと意欲をもって授業に参加し、その中で自分なりの考えをもち、友だちと学び合うことができるように熊

本型授業の推進と授業改善に取り組み、「学力向上やつしろプラン」をもとに、「郡築スタイル」の学びを作成し、発信

する。そのために校内研修の充実を図り、職員の意識改革と授業力向上を目指す。 

○ 学校総体で取り組む学習規律としての学習準備物や授業のきまり、話型などを、児童の発達段階や実態に応じて、見直

し、改善する。また、それらを数値化し徹底することで児童に定着させる。また、掲示物や読書活動などの言語環境の整

備を進め、児童が生き生きと学習に取り組むための学びの環境づくりを行う。 

○ 基礎的・基本的事項の定着と学習の習熟をめざして、朝の学習タイムと学力向上タイムを活用するための時間確保と内

容についての工夫を行う。また、個に応じた指導として、算数の習熟度別少人数指導の充実や放課後及び長期休業中の学

習会の計画と実施が必要である。 

○ 家庭の教育力の向上のため、保護者等を対象に「教育講演会」やアンケートなどを実施し、児童の学習習慣についての

啓発を進める。また、家庭学習の習慣化と基礎的・基本的事項の確実な定着をねらい、「家庭学習の手引き」をスモール

ステップで提案し、内容の充実を図っていく。学びを確かにするために必要な家庭学習の在り方を児童や家庭に提案し、

中学校区においても、段階的に家庭と連携して進めていく。 

２．重点課題への取組状況 

（１）研究主題 

      生き生きと学習に取り組み、自らの考えを表現できる児童の育成 

（２）研究の仮説と取組の視点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ○ ３つの視点に対応した専門部会の活動を中心に研究を行った。 

 

 

仮説２  

学習への興味・関心を高める取組や、

学習環境の整備、学習習慣を身に付け

させる手立てなどの工夫を行えば、生

き生きと学習に取り組む意欲や態度

をもつ児童が育つであろう。 

仮説１  

授業において、課題設定や学習過程、

発問などの工夫・改善を行えば、互い

に学び合う中で自分の考えたことを、

自ら進んで表現する児童が育つであ

ろう。 

視点１ 教師の意識改革と授業改善  （授業づくり） 
具体的実践内容 
○ 熊本型授業の推進 

○ 本校型授業スタイルによる学び合いのある授業 

○ 個に応じた指導の工夫   ○ 校内研修の工夫 

 
視点２ 学習環境の整備  （学習環境づくり） 
具体的実践内容 
○ 学習規律に関する共通実践  ○ 言語環境の整備 

○ 日課表の工夫による朝自習や学力充実タイムの充実 

○ 集会活動の充実   ○ 心を育てる花づくり 

視点３ 家庭・地域との連携  （学びの習慣づくり） 
具体的実践内容 
○ 家庭学習の手引きによる保護者への意識付け 

○ 読書活動の充実 

○ 基本的生活習慣の育成  ○ 小中一貫・連携教育の推進 

○ 教育講演会等による保護者の啓発 ○ 教育活動の情報発信 

 



 

（３）研究の実際 

ア 授業づくりの取組（視点1） 

（ア）授業改善への取組 

平成２４年度から、児童の発達段階や実態を考慮しながら、学校総体で授業改善に取り組むために、 

熊本型授業の推進と教師用のマニュアルを作成し実践を行っている。 

    ａ 授業スタイルの活用 

      児童が、学習意欲をもち、自分の考えをもち、表現する力を育成するための学習過程の工夫として、 

熊本型授業を基盤とした教師用の本校型授業スタイルを作成した。この授業スタイルを用いて、児童相 

互の学び合いを通して自分の考えや思いを表現し合ったり、ペアやグループ学習を通して協力して課題 

を解決したりする場を十分に設定するなどの授業づくりを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 手引きの作成と活用 

  授業スタイルをスムーズに実践するための共通実践事項を教師用の手引きとして 

まとめ、日々の授業の中で活用している。本校の授業スタイルを推進する上で必要な 

「発問」「机間指導」「ノート指導」「板書」「学び合い」の項目について作成した。 

ノートや板書は、本校の授業スタイルに沿った形とした。 

 また、授業スタイルを用いた授業の流れを、児童に意識付けさせるための掲示物を 

作成し、教室に掲示している。その他では、学び合いの中で グループ活動がスムーズ 

にできるようにするための、児童用の話し合いの手引きを使うことで、互いの意見を 

尊重しながら、自分の学びを深め、広げることを目指している。 

ｃ 少人数指導による個に応じた指導 

本校では、算数科において学級担任と少人数担当による授業を実施している。児童一 

人一人の進度や課題に応じた指導を目指し、今年度は３年生以上で習熟度別の少人数指導を実施しているが、児童

の理解の状況に応じて、コースごとに課題や発問・教具などの工夫を行っている。このコースは、プレテストの結果

などを生かして児童が選んでいる。また、単元の途中で、児童の希望によりコースを変えることもある。 

  ｄ 授業改善を目指した校内研修の取組 

本校では次のことに取り組み、校内研修を中心に職員の意識改革と授業力向上を目指した。 

○ 全員授業の取組（平成２５年度は１学期と２学期に１回ずつ実施） 

○ ＫＪ法を用いたワークショップ型授業研究会の実施   

○ 研究授業を通しての指導案形式の研究 

○ 研究授業前の全体事前研に向けた「授業づくり部」での事前研究 

○ 職員を児童役にした模擬授業での事前研究会   

○ 講師を招聘しての講話（学級づくり・学級経営について） 

○ 授業チェックシートを用いた授業の相互評価   

○ 管理職による授業参観と指導（随時）  

○ 校内研修への指導主事等の指導訪問 (熊本県教育庁義務教育課、熊本県八代教育事務所、八代市教育委員会学 

校教育課、八代市教育サポートセンター） 

○ 熊本県教育委員会認定「授業マイスター」を招聘しての模擬授業 

○ 学級集団の傾向を把握するためのアンケート（Ｑ-Ｕ）の結果説明会の実施 

○ 他校の研究発表会への参加と復講  ○ 県学力調査（ゆうチャレンジ）問題の作成演習 

 



○ リアルタイム評価支援システムを用いた職員アンケートによる意識調査（各学期末） 

本校では、校内研修をＰＤＣＡサイクルで計画的に行い、年間・学

期・月ごと、そして研究授業のたびに研究への取組の評価・改善を行

っている。研究授業を各専門部からの提案と重点的実践事項の実践･

評価の機会とし、また授業力の向上の場としている。研究授業の前は

必ず事前研を実施し、指導案の形式･評価･授業の展開について、研究

の視点に基づき職員で討議を行い、授業研究会を充実させている。研

究授業では、授業づくりの視点を明確にするために、「授業チェック

シート」を活用し、授業改善を目指している。授業研究会では成果・

課題・改善策について視点を決め、全員の意見を交流するためにＫＪ

法を活用することで、毎回活発な意見交換がなされている。また、校

内研修への指導主事等の指導訪問や授業マイスターの模擬授業、学級

づくりについての講話など外部の人材に学ぶ研修を行い、職員の意識改革の機会とした。 

イ 授業づくりの取組（視点２） 

（ア）学習環境の整備 

授業のねらいを達成するためには学習環境の整備が大切である。そのためには、学校総体として教室内の環境や学

習のきまりごとについても共通理解、共通実践を図る必要がある。 

ａ 教室の掲示 

    児童が発表する際の話型「チャレンジ発表名人」や、教室で適切な声の音量のめやすとしての「声のものさし」、

話すとき聞く時の心構えを示した「聞き方・話し方」、

椅子に座るときの姿勢の見本「ぐう、ぺた、ぴん、

とん」を作成し、教室前面に位置を決めて全教室に

掲示し活用している。 

ｂ 学習のきまりごとシート「おきまりくん」  

学習をスムーズに進めるためのきまりごとが児童

に一目で分かるように、Ａ４サイズのシートを児童

全員分作成し、「おきまりくん」とネーミングして

児童にとって身近に感じられるものにした。内容に

ついても職員が共通理解したことを載せており、日

常的な指導を行う上でも効果的なものとなった。  

ｃ 言語環境の整備 

     児童が学校生活において豊かな言語感覚を育むために、校内の掲示物の工夫や校内放送の活用を行っている。階

段の踊り場や正門の掲示板には、月ごとに委員会の児童が作成した季節の作品や短歌、俳句、百人一首などが掲示

されている。また、階段の段差を利用し児童の知的好奇心を高めるような掲示の工夫を行った。校内放送において

も、音楽を通して豊かな情操を育む環境づくりを行っている。 

（イ）定着の時間の工夫 

学力の定着を図るためには、学校総体として取り組む時間の確保と、児童に

個別に対応する時間の確保が必要となる。そこで、日課の見直しを行い、「朝

の学習タイム」と「学力充実タイム」を設けた。「学力充実タイム」の時間に

は、国語・算数の活用力向上を図るため、「ゆうチャレンジ」の過去問題や単

元別評価問題に取り組んだ。また、個別指導が必要な児童を対象とした放課後

の「個別指導タイム」の設定や夏休みの学習会を行った。 

これら時間確保の工夫を行った上で、全職員が協力して指導に当たってい

る。 

（ウ）集会活動の充実 

本校の児童の学習面での課題の一つとして、自分の考えや思いを伝えるこ

と、人前で発表することに苦手意識をもっていることがあげられる。その解決
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策として集会活動の充実に努めている。月１回の音読集会では、学年ごとに工夫して構成した詩や早口言葉などの音

読発表をしている。発表する児童は体育館に響く大きくはっきりした声を出すことで、伝え合い表現し合う気持ちよ

さを味わい、聞いている児童も音読や群読の楽しさを共感して、ともに言語活動を楽しんでいる。発表した後は、聞

いている児童と発表した児童、それに教師からの感想発表を行っている。回を重ねるごとに進んで感想発表をする児

童が増え、聞く態度も向上している。 

ウ 学びの習慣づくりの取組（視点３） 

（ア）家庭学習の手引き 

主体的に学ぶ意欲・態度を育成するには学年に応じた家庭学習の内容を示す必 

要があると考え、「家庭学習の手引き」を作成し、全児童と保護者に配付した。 

児童へは、低・中・高学年ごとの学習時間や学習方法、学習内容について具体的 

な目安を示した。児童と家庭に家庭学習のやり方を示し、家庭の協力を得ながら 

日々の実践化を目指しての取組である。 

（イ）はっぴー貯金 

学力の充実には、基本的な生活習慣の確立が欠かせない。本校は以前から、健康への関心・意欲を高めるとともに、

基本的な生活習慣の定着を目指して、「はっぴー貯金」に取り組んでいる。「起きる時刻・学習を始める時刻・寝る

時刻」を決めて、生活リズムを整える三点固定運動を点数化したものである。本年度は児童自身が項目ごとのめあて

を決めて実践するように様式を見直した。また、家庭からは「子どもへの励ましの言葉」を書いていただくようにし

た。 

（ウ）読書活動の充実 

児童がたくさんの本に出会うように、二つの視点から読書活動を推進してきた。 

ａ 時間設定の工夫 

         朝自習の時間内に、毎日読書をする時間(さわやか読書タイム)を確保した。こ

の時間を全学級で同じように進めるために、職員で「朝会の日以外は担任も一緒

に読書をする」などの共通理解を図った。 

     ｂ 読書意欲を高める工夫 

児童の「本を読みたい」という意欲を高めるため図書館指

導員と協力しながら図書館の環境整備に努めた。また、月１回

の保護者や地域の方による読み聞かせや、児童の読書の幅を広

げるための必読書カードの活用などを行っている。更に、国語

の並行読書や調べ学習で使う本などをそろえ、常に児童の周囲

にたくさんの本を置くように配慮している。このような取組の

結果、図書館の本の貸し出し数が増え、読書に親しむ雰囲気が

学校全体で育っている。 

(エ) 教育講演会の実施 

子育てや家庭教育に関して保護者との共通理解を図り、家庭教育力を高める目的で、教育講演会を実施した。平成

２５年度は中九州短期大学准教授の永野典詞先生から、「子どもとの関わり方～ほめる、叱る、やる気を引き出す３

つの視点から～」の演題で児童との関わり方についてお話をうかがった。多くの保護者が参加し「親の至らないとこ

ろを直して、基本的なことを毎日続けてい

こうと思った。」などの感想があった。 

(オ) 小中一貫・連携教育への取組 

第七中学校区には、本校と昭和小学校の

２つの小学校があり、平成２５・２６年度

の２年間、小中一貫・連携教育推進モデル

校として義務教育９年間を見通した児童生

徒の育成を目指し、取組を進めている。中

学の教師が小学校に出向き６年生対象に出

前授業を行ったり、３校で相互に研究授業



 

の参観を行ったりすることで、児童・生徒の様子や発達段階についての共通理解を図っている。また、夏期休業中に、

３校の全職員による合同研修会も行っている。 

平成２５年度は、第七中学校区で９年間を見通し発達段階を考慮した家庭学習や基本的生活習慣の育成、学習規範

などについての手引きを作成し、小学校から中学校への円滑な移行と系統的な指導を目指している。 

３．調査研究の成果の把握・検証 
（１）全国学力・学習状況調査の結果から 

○ 算数は、Ａ・Ｂともに県・全国平均を超えた。これは、算数の少人数習熟度別指導や学力充実の時間などの個に応じ

た指導と授業改善の成果である。また、質問紙では、「算数の勉強が好きですか。」の設問に対して肯定的な児童の 
割合は９３％と高かった。これは、算数の授業の中でヒントカードやペ 
ア活動などの手立てにより自分の考えをもち、友だちとの意見交流を通 
して「分かった」「できた」という喜びを感じる機会が増えたことで学 
習意欲が高まったためと考える。授業の中で毎時間実施している自己評 
価でも、算数は全学年高い評価である。 

● 国語はＡ・Ｂともに、県・全国平均をやや下回った。今後本校で取り

組んでいる授業づくりを生かしながら、発問の精選や読み取ったことを

根拠に自分の意見を書いたりするなどの表現する場を設定する取組を深めていく。また、今年度から実施している毎日

の朝読書などの読書活動や音読などの日常活動を一層推進する必要がある。 
（２）熊本県学力調査の結果から 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ ３年間の結果を見ると、国語、算数ともに県平均を超える観点が、少しずつ増えている。特に、以前から本校の課題

であった国語の「読むこと」においては、今年度は３学年が県平均を超えることができた。読書活動や課題、発問をは

じめとする授業改善に取り組んだ成果だと考えられる。 
○ 算数では、ほとんどの観点で３学年が県平均を超える結果であった。これは、前述の全国学力・学習状況調査と同様

に本校で取り組んでいる個に応じた指導などの成果であると考えられる。 
  ● どの観点についても学年差や個人差がみられるという本校の課題解決にはまだ取組が不足している。また算数に比べ

て国語の伸びが少ない。これらの課題を解決するために、授業改善を含め本年度の取組の見直しを取り入れていく必要

がある。 
（３）児童アンケートの結果から 

児童の実態や取組の成果と課題を把握するために、平成２４年度から、７月と２月に「全国学力・学習状況調査児童質

問紙」をもとに作成した児童アンケートを実施している。 

 

 

 

 



 

○ 「授業で自分の意見を発表する機会がある」は、大きく伸びている。１時間の授業の中に自分の考えを伝える場や、

学び合いを取り入れた授業の流れが児童に浸透してきたことが分かる。学校総体で「授業スタイル」と「授業の手引

き教師用」の活用に取り組んだ成果である。 
○ 互いの意見を出し合う活動の楽しさを感じている児童の割合が増えてきた。「理由をつけて発表できる」は、平成

２４年度よりも伸び、７割を超えている。教師用のマニュアルや児童が発表する際の話型、自分の考えをそれぞれの

児童がもつための手立ての効果と考えられる。 
○ 授業中の姿勢がよくなり、学習に集中する雰囲気が育ってきた。どのクラスでも学習のきまりが徹底されている。 
○ 家庭学習は、家庭と共通理解しながら進めることで定着してきた。職員が共通理解をし、学校総体で取り組むこと

が成果につながった。 
（４）保護者アンケートの結果から 

児童アンケートを参考した項目で作成した保護者アンケートを昨年度から７月と２月に実施している。 
                      
 
 
 

○ 「学習や発表への意欲」（姿勢などの学習ルール」「家庭学習の習慣」「家庭学習の環境づくり」では、伸びが見

られた。学校での取組が家庭に少しずつ浸透し、学校の取組に対して関心をもつ保護者が増えてきたことがわかる。 
● ｢早寝早起きの習慣が身に付いている｣｢決まった時刻に学習を始めている｣などの基本的生活習慣の定着は、あまり

変化がなかった。小中一貫・連携教育の取組と合わせて、今後の保護者との相互理解と協力体制の強化が必要である。 
（５）職員アンケートの結果から （評価と記述） 
 
 
 
 

○ 皆の前で自信をもって発表する児童が増え、児童の方からも自分の考えを発表するのは楽しいという声も出ている。 

○ 学習規律・学習訓練の徹底が児童の変容に大きくつながった。発達段階に応じた指導であり、継続しないともとに

戻ってしまう。児童の学び合いの姿をさらに高めていく必要がある。 

○ ２年前に比べると学力充実に向けた職員の意識の高まりはとても大きい。その高まりが個人ではなく学校総体とし

て、また組織体として動けるようになった点に変容が見られる。 

４．今後の課題 
  ・ 国語の力が課題である。今年度の反省をもとに授業改善を行い、更に読書や学力充実の時間などの内容を精選して取

り組む必要がある。また、基礎的・基本的な力を確実に身に付けるための家庭学習の手引きや朝自習の時間の計画の見

直しや改善も必要である。学力の個人差を解消するための、個に応じた手立ての工夫にも取り組まなくてはいけない。 
・ 授業スタイルの実践は効果的だった。教師の力量を高めることが児童の学力向上につながるという共通認識を再確認

し、次年度も、研究授業の機会を多く設定し、互いの授業を参観し合うことで、授業力を磨きスキルアップすることを

目指したい。 
・ 次年度は、家庭学習の手引きや基本的生活習慣の育成、学習規範などについて、七中校区小中連携推進会議で協議を

深めることで、さらにステップアップした９年間を見通した学力向上の手立てに取り組んでいきたい。 

 

 


